
JP 5859603 B2 2016.2.10

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示する一組の閉鎖的加入者群（ＣＳＧ）セルを決定する方法において、
　一個以上のＣＳＧセルからシグナルを検出すること、
　一種類以上の滞在先ネットワークでＣＳＧｓへのアクセスが許されているかどうかを明
示するインジケータを一個以上受信すること、ここにおいて、前記一個以上のインジケー
タは、滞在先ネットワークでＣＳＧｓへのアクセスが一般に許されているかどうかや一種
類以上の特定の滞在先ネットワークでＣＳＧｓへのアクセスが許されているかどうかを明
示する、
　前記一個以上のＣＳＧセルに関連している一個以上のＣＳＧｓの識別子をＣＳＧｓのリ
ストに表示するかどうかを前記一個以上のインジケータに少なくとも部分的に基づいて決
定することと、
　前記一個以上のインジケータが、滞在先ネットワークでＣＳＧｓへのアクセスが一般に
許されていないことを明示するときには、前記一個以上のＣＳＧｓを前記ＣＳＧｓのリス
トに表示しないことと、
　前記一個以上のインジケータが、滞在先ネットワークでＣＳＧｓへのアクセスが一般に
許されていることを明示するとき、または、前記一個以上のインジケータが、前記滞在先
ネットワークでＣＳＧｓへのアクセスが一般に許されていないことを明示しないときには
、前記一個以上のＣＳＧｓの前記識別子を前記ＣＳＧｓのリストに表示することと
　を備えている方法。
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【請求項２】
　前記一個以上のＣＳＧｓの識別子を表示するかどうかを前記のように決定することがさ
らに前記一個以上のＣＳＧｓの識別子が前記ＣＳＧｓのリストにないことを決定すること
に少なくとも部分的に基づいている請求項１の前記方法。
【請求項３】
　前記ＣＳＧｓのリストが、オペレータＣＳＧリスト、許可されているＣＳＧリスト、両
者の組み合わせの少なくとも一つである請求項２の前記方法。
【請求項４】
　表示する一組の閉鎖的加入者群（ＣＳＧ）セルを決定する装置において、
　一個以上のＣＳＧセルからシグナルを検出したり、
　一種類以上の滞在先ネットワークでＣＳＧｓへのアクセスが許されているかどうかを明
示するインジケータを一個以上受信したり、ここにおいて、前記一個以上のインジケータ
は、滞在先ネットワークでＣＳＧｓへのアクセスが一般に許されているかどうかや一種類
以上の特定の滞在先ネットワークでＣＳＧｓへのアクセスが許されているかどうかを明示
する、
　前記一個以上のＣＳＧセルに関連している前記一個以上のＣＳＧｓの識別子をＣＳＧｓ
のリストに表示するかどうかを前記一個以上のインジケータに少なくとも部分的に基づい
て決定したり、
　前記一個以上のインジケータが、滞在先ネットワークでＣＳＧｓへのアクセスが一般に
許されていないことを明示するときには、前記一個以上のＣＳＧｓを前記ＣＳＧｓのリス
トに表示しなかったり、
　前記一個以上のインジケータが、滞在先ネットワークでＣＳＧｓへのアクセスが一般に
許されていることを明示するとき、または、前記一個以上のインジケータが、前記滞在先
ネットワークでＣＳＧｓへのアクセスが一般に許されていないことを明示しないときには
、前記一個以上のＣＳＧｓの前記識別子を前記ＣＳＧｓのリストに表示したり
　するように構成されている少なくとも一台のプロセッサと、
　前記少なくとも一台のプロセッサに接続されているメモリと
を具備している装置。
【請求項５】
　前記一個以上のＣＳＧｓの識別子が前記ＣＳＧｓのリストに載っていないことを決定す
ることに少なくとも部分的に基づいて前記一個以上のＣＳＧｓの識別子を表示するかどう
かを前記少なくとも一台のプロセッサが決定する請求項４の前記装置。
【請求項６】
　前記ＣＳＧｓのリストが、オペレータＣＳＧリスト、許可されているＣＳＧリスト、両
者の組み合わせの少なくとも一つである請求項５の前記装置。
【請求項７】
　表示する一組の閉鎖的加入者群（ＣＳＧ）セルを決定する装置において、
　一個以上のＣＳＧセルからシグナルを検出する手段と、
　一種類以上の滞在先ネットワークでＣＳＧｓへのアクセスが許されているかどうかを明
示するインジケータを一個以上受信する手段と、ここにおいて、前記一個以上のインジケ
ータは、滞在先ネットワークでＣＳＧｓへのアクセスが一般に許されているかどうかや一
種類以上の特定の滞在先ネットワークでＣＳＧｓへのアクセスが許されているかどうかを
明示する、
　前記一個以上のＣＳＧセルに関連している一個以上のＣＳＧｓの識別子をＣＳＧｓのリ
ストに表示するかどうかを前記一個以上のインジケータに少なくとも部分的に基づいて決
定する手段と
　前記一個以上のインジケータが、滞在先ネットワークでＣＳＧｓへのアクセスが一般に
許されていないことを明示するときには、前記一個以上のＣＳＧｓを前記ＣＳＧｓのリス
トに表示しない手段と、
　前記一個以上のインジケータが、滞在先ネットワークでＣＳＧｓへのアクセスが一般に
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許されていることを明示するとき、または、前記一個以上のインジケータが、前記滞在先
ネットワークでＣＳＧｓへのアクセスが一般に許されていないことを明示するときには、
前記一個以上のＣＳＧｓの前記識別子を前記ＣＳＧｓのリストに表示する手段と
　を具備している装置。
【請求項８】
　前記一個以上のＣＳＧｓの識別子が前記ＣＳＧｓのリストに載っていないことを決定す
ることに少なくとも部分的にさらに基づいて前記一個以上のＣＳＧｓの識別子を表示する
かどうかを前記決定する手段が決定する請求項７の前記装置。
【請求項９】
　前記ＣＳＧｓのリストが、オペレータＣＳＧリスト、許可されているＣＳＧリスト、両
者の組み合わせの少なくとも一つである請求項８の前記装置。
【請求項１０】
　表示する一組の閉鎖的加入者群（ＣＳＧ）セルを決定するためのコンピュータ可読記憶
媒体において、
　少なくとも一台のコンピュータに一個以上のＣＳＧセルからシグナルを検出させるコー
ドと、
　一種類以上の滞在先ネットワークでＣＳＧｓへのアクセスが許されているのかどうかを
明示する一個以上のインジケータを前記少なくとも一台のコンピュータに受信させるコー
ドと、ここにおいて、前記一個以上のインジケータは、滞在先ネットワークでＣＳＧｓへ
のアクセスが一般に許されているかどうかや一種類以上の特定の滞在先ネットワークでＣ
ＳＧｓへのアクセスが許されているかどうかを明示する、
　前記一個以上のインジケータに少なくとも部分的に基づいて前記一個以上のＣＳＧセル
に関連している一個以上のＣＳＧｓの識別子をＣＳＧｓのリストに表示するかどうかを前
記少なくとも一台のコンピュータに決定させるコードと、
　前記一個以上のインジケータが、滞在先ネットワークでＣＳＧｓへのアクセスが一般に
許されていないことを明示するときには、前記少なくとも一台のコンピュータに、前記一
個以上のＣＳＧｓを前記ＣＳＧｓのリストに表示させないコードと、
　前記一個以上のインジケータが、滞在先ネットワークでＣＳＧｓへのアクセスが一般に
許されていることを明示するとき、または、前記一個以上のインジケータが、前記滞在先
ネットワークでＣＳＧｓへのアクセスが一般に許されていないことを明示しないときには
、前記少なくとも一台のコンピュータに、前記ＣＳＧｓのリストに前記一個以上のＣＳＧ
ｓの前記識別子を表示させるコードと
　を備えているコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１１】
　前記少なくとも一台のコンピュータに決定させる前記コードは前記一個以上のＣＳＧｓ
の識別子が前記ＣＳＧｓのリストに載っていないことを決定することに少なくとも部分的
に基づいて前記一個以上のＣＳＧｓの識別子を表示するかどうかを決定する請求項１０の
前記コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１２】
　前記ＣＳＧｓのリストがオペレータＣＳＧリスト、許可されているＣＳＧリスト、両者
の組み合わせの少なくとも一つである請求項１１の前記コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１３】
表示する一組の閉鎖的加入者群（ＣＳＧ）セルを決定する装置において、
　一個以上のＣＳＧセルからシグナルを検出する隣接アクセスポイント検出コンポーネン
トと、
　一種類以上の滞在先ネットワークでＣＳＧｓへのアクセスが許されているのかどうかを
明示する一個以上のインジケータを受信する滞在先公衆陸上移動ネットワーク（ＶＰＬＭ
Ｎ）コンポーネントと、ここにおいて、前記一個以上のインジケータは、滞在先ネットワ
ークでＣＳＧｓへのアクセスが一般に許されているかどうかや一種類以上の特定の滞在先
ネットワークでＣＳＧｓへのアクセスが許されているかどうかを明示する、
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　前記一個以上のインジケータに少なくとも部分的に基づいて前記一個以上のＣＳＧセル
に関連している一個以上のＣＳＧｓの識別子をＣＳＧｓのリストに表示するかどうかを決
定するリスト生成コンポーネントと、ここにおいて、前記リスト生成コンポーネントは、
前記一個以上のインジケータが、滞在先ネットワークでＣＳＧｓへのアクセスが一般に許
されていないことを明示するときには、前記一個以上のＣＳＧｓを前記ＣＳＧｓのリスト
に表示しないようにさらに構成される、
　前記一個以上のインジケータが、滞在先ネットワークでＣＳＧｓへのアクセスが一般に
許されていることを明示するとき、または、前記一個以上のインジケータが、滞在先ネッ
トワークでＣＳＧｓへのアクセスが一般に許されていないことを明示しないときには、前
記一個以上のＣＳＧｓの前記識別子を前記ＣＳＧｓのリストに表示する表示コンポーネン
トと
　を具備している装置。
【請求項１４】
　前記リスト生成コンポーネントは前記一個以上のＣＳＧｓの識別子が前記ＣＳＧｓのリ
ストに載っていないことを決定することに少なくとも部分的にさらに基づいて前記一個以
上のＣＳＧｓの識別子を表示するかどうかを決定する請求項１３の前記装置。
【請求項１５】
　前記ＣＳＧｓのリストが、オペレータＣＳＧリスト、許可されているＣＳＧリスト、両
者の組み合わせの少なくとも一つである請求項１４の前記装置。
【発明の詳細な説明】
【優先権の主張】
【０００１】
　米国特許法第１１９条に基づく優先権の主張
　本願は、２０１０年３月５日に出願されて本願の譲受人に譲渡されている「自律的滞在
先公衆陸上移動ネットワーク（ＶＰＬＭＮ）閉鎖的加入者群（ＣＳＧ）ローミングを可能
にする方法および装置（METHOD AND APPARATUS TO ENABLE AUTONOMOUS VISITED PUBLIC L
AND MOBILE NETWORK (VPLMN) CLOSED SUBSCRIBER GROUP (CSG) ROAMING）」と言う名称の
仮出願番号６１／３１１，２１５および２０１１年１月７日に出願されて本願の譲受人に
譲渡されている「自律的閉鎖的加入者群（ＣＳＧ）ローミングやローカルインターネット
プロトコルアクセス（ＬＩＰＡ）を可能にする方法および装置（METHOD AND APPARATUS T
O ENABLE AUTONOMOUS CLOSED SUBSCRIBER GROUP (CSG) ROAMING AND/OR LOCAL INERNET P
ROTOCOL ACCESS (LIPA)）」と言う名称の仮出願番号６１／４３０，６７６の利益を主張
する。両仮出願ともこの言及により全体的にここに明確に含まれる。
【技術分野】
【０００２】
　以下の記述は、無線ネットワーク通信に一般に関連しているが、限定的グループ内のノ
ードとの通信に特に関連している。
【背景技術】
【０００３】
　無線通信システムは、例えば、音声、データ、その他のような様々な種類の通信内容を
提供するために広く展開されている。典型的な無線通信システムには、利用可能なシステ
ムリソース（例えば、帯域幅、送信パワー（transmit power））を共有することによって
多数のユーザとの通信をサポートすることのできる多元接続システム（multiple-access 
systems）がある。このような多元接続システムの例には、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ
：code division multiple access）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ：time divisi
on multiple access）システム、周波数多重分割（ＦＤＭＡ：frequency division multi
ple access）システム、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ：orthogonal frequency d
ivision multiple access）システム、その他が含まれる。さらに、第三世代パートナー
シッププロジェクト、３ＧＰＰ長期的高度化（ＬＴＥ：Long Term Evolution）、ウルト
ラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ：Ultra Mobile Broadband）、発展型データ通信最適
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化方式（ＥＶ－ＤＯ：Evolution-Data Optimized）、その他のような仕様書にシステムは
従うことができる。
【０００４】
　一般に、無線多元接続通信システム（wireless multiple-access communication syste
ms）は多数の移動装置（multiple mobile devices）の通信を同時にサポートしている。
個々の移動装置は、順方向および逆方向の両リンク（forward and reverse links）での
送信により１台以上の基地局と通信をする。順方向リンク（または下りリンク（downlink
））は基地局から移動装置に向かう通信リンクを言い、逆方向リンク（または上りリンク
（uplink））は移動装置から基地局に向かう通信リンクを言う。さらに、移動装置と基地
局との通信は、シングル入力シングル出力（ＳＩＳＯ：single-input single-output）シ
ステム、マルチ入力シングル出力（ＭＩＳＯ：multiple-input single-output）システム
、マルチ入力マルチ出力（ＭＩＭＯ：multiple-input multiple-output）システムなどに
より確立することができる。また、ピアツーピアの無線ネットワーク構成（peer-to-peer
 wireless network configurations）で移動装置は別の移動装置と（基地局は別の基地局
と）通信をすることができる。
【０００５】
　基地局を追加配備して従来の基地局を補えば強固な無線有効範囲を移動装置に提供する
ことができる。例えば、無線中継局および低電力の基地局（例えば、アクセスポイント基
地局、Ｈ（ｅ）ＮＢと一括して呼ばれるホームノードＢｓ（Home NodeBs）またはホーム
ｅＮＢｓ（Home eNBS）、フェムトアクセスポイント（femto access points）、フェムト
セル（femtocells）、ピコセル（picocells）、マイクロセル（microcells）、その他と
一般に呼ばれる）が、徐々に増える容量の増大、ユーザの経験の増大、建物内を含む特定
の地理的な有効範囲、その他のために有効に用いられる。幾つかの構成では、そのような
低電力基地局がブロードバンド接続（デジタル加入者回線（ＤＳＬ：digital subscriber
 line）ルータ、ケーブルまたは他のモデム、その他）によりモバイルオペレータネット
ワークやインターネットに接続される。幾つかのＨ（ｅ）ＮＢｓは、特定の機器への接続
すなわちＣＳＧの一員である関連ユーザへの接続を制限する閉鎖的加入者群（ＣＳＧ）接
続を提供する。ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ：Home Subscriber Server）またはホーム所
在レジスタ（ＨＬＲ：Home Location Register）またはある機器のホームネットワークの
１個以上の別のノードはＣＳＧ会員情報を格納することができる。
【０００６】
　Ｈ（ｅ）ＮＢｓは様々なネットワークオペレータ（network operators）により有効に
利用されるので、機器は訪れたネットワークの１台以上のＨ（ｅ）ＮＢｓへの接続を試み
ることができるし、Ｈ（ｅ）ＮＢｓに実際に提供されることがある。この点に関して滞在
先ネットワークの１台以上のノードは、滞在先ネットワークのＣＳＧに機器を提供するこ
となどのために機器のホームネットワークのＨＳＳ、ＨＬＲ、その他からＣＳＧ会員情報
を要求して滞在先ネットワークのＣＳＧに機器を接続することができるのかどうかを決め
ることができる。ある例では、ＣＳＧ申し込みサーバが滞在先ネットワークに設けられて
いるか、さもなければ滞在先ネットワークの１台以上のノードに連結されているかのいず
れかであり、機器のために滞在先ネットワークＣＳＧ申し込み情報を格納している。
【発明の概要】
【０００７】
　様々な態様の基本的な理解が得られるように一種類以上の態様の概要を以下に簡単に述
べる。以下に示す概要は、考えることのできる全ての態様に関する広範な概観でもなけれ
ば、全態様の鍵となる重要な要素を特定するものでもなく、全ての態様またはいずれかの
態様の範囲を叙述するものでもない。この概要の主要な目的は、後に提示する詳細な説明
の序幕として一種類以上の態様の観念を簡単な形態で提供することである。
【０００８】
　一種類以上の態様およびそれら諸態様に対応する開示にしたがって滞在先ネットワーク
内の限定的グループノードへの機器のアクセスをホームネットワーク、機器、その他で制
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御することとの関連で様々な態様を説明する。例えば機器のホームネットワークは、滞在
先ネットワークのアクセスポイントの限定的グループへの加入資格を機器に許可すること
に関連しているインジケータを指定する。例えば、滞在先ネットワークのネットワークノ
ードはインジケータを用いて限定的グループ申し込み情報を機器のために取得するかどう
かを決める。別の例では、滞在先ネットワークの１個以上の限定的グループアクセスポイ
ントを手動選択用のリストに表示するかどうかを１個以上のインジケータに少なくとも部
分的に基づいて機器は制御する。例えば、滞在先ネットワークの任意の限定的グループア
クセスポイントを特定することに関連しているインジケータや、ある特定の滞在先ネット
ワークの限定的グループアクセスポイントを指定することに関するインジケータなどを機
器は取得する。
【０００９】
　ある例によれば、滞在先ネットワークで通信をしている機器のために閉鎖的加入者群（
ＣＳＧ）情報を供給する方法が滞在先ネットワークに機器を登録することに関連している
指標を滞在先ネットワークから受信することを含めて提供される。この方法には、滞在先
ネットワークのＣＳＧｓにアクセスすることを機器が許されているかどうかを明示するＣ
ＳＧローミングインジケータと一緒に１個以上のパラメータを指標に応じて送信すること
も含まれている。
【００１０】
　別の態様では、滞在先ネットワークに機器を登録することに関連している指標を滞在先
ネットワークから受信するように構成されている少なくとも１台のプロセッサを有してい
て滞在先ネットワークで通信をしている機器にＣＳＧ情報を提供する装置が提供される。
少なくとも１台のプロセッサは、滞在先ネットワークで自律的ＣＳＧローミングを使用す
ることを機器が許されているかどうかを明示するＣＳＧローミングインジケータと一緒に
１個以上のパラメータを指標に応じて送信するようにさらに構成されている。その上に、
少なくとも１台のプロセッサに連結されているメモリを装置は有している。
【００１１】
　さらに別の態様では、滞在先ネットワークに機器を登録することに関する指標を滞在先
ネットワークから受信する手段を有していてＣＳＧを供給する装置が提供される。滞在先
ネットワークで自律的ＣＳＧローミングを使用することが機器に許されているのかどうか
を特定するＣＳＧローミングインジケータと一緒に１個以上のパラメータを指標に応じて
送信する手段をこの装置はさらに有している。
【００１２】
　その上に別の態様では、滞在先ネットワークで通信をしている機器のためにＣＳＧ情報
を提供するコンピュータプログラム製品が滞在先ネットワークに機器を登録することに関
する指標を滞在先ネットワークから少なくとも１台のコンピュータに受信させるコードを
有するコンピュータ可読媒体を含めて提供される。コンピュータ可読媒体には、滞在先ネ
ットワークで自律的ＣＳＧローミングを使用することを機器が許されているかどうかを特
定するＣＳＧローミングインジケータと一緒に１個以上のパラメータを少なくとも１台の
コンピュータに指標に応じて送信させるコードがさらに含まれている。
【００１３】
　さらに、ある態様では、滞在先ネットワークに機器を登録することに関する指標を滞在
先ネットワークから受信する滞在先ネットワーク登録コンポーネントを有していてＣＳＧ
を供給する装置が提供される。滞在先ネットワークで自律的ＣＳＧローミングを使用する
ことを機器が許されているかどうかを特定するＣＳＧローミングインジケータと一緒に１
個以上のパラメータを指標に応じて送信するＣＳＧローミング指示コンポーネントをこの
装置はさらに有している。
【００１４】
　別の例によれば、滞在先ネットワークでＣＳＧｓにアクセスすることを機器が許されて
いるかどうかを特定するＣＳＧローミングインジケータと一緒に申し込み情報を機器のた
めに受信することやＣＳＧローミングインジケータに少なくとも部分的に基づいてＣＳＧ
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申し込み情報を機器のために要求するかどうかを決定することを備えていて滞在先ネット
ワークで通信をしている機器のためにＣＳＧ情報を取得する方法が提供される。
【００１５】
　別の態様では、滞在先ネットワークで自律的ＣＳＧローミングを使用することを機器が
許されているかどうかを特定するＣＳＧローミングインジケータと一緒に申し込み情報を
機器のために受信するように構成されている少なくとも１台のプロセッサを有していて滞
在先ネットワークで通信をしている機器のためにＣＳＧ情報を取得する装置が提供される
。この少なくとも１台のプロセッサは、ＣＳＧローミングインジケータに少なくとも部分
的に基づいてＣＳＧ申し込み情報を機器のために要求するかどうかを決定するようにさら
に構成されている。その上に、少なくとも１台のプロセッサに連結されているメモリを装
置は有している。
【００１６】
　さらに別の態様では、滞在先ネットワークで自律的ＣＳＧローミングを使用することを
機器が許されているかどうかを明示するＣＳＧローミングインジケータと一緒に申し込み
情報を機器のために受信する手段を具備していて滞在先ネットワークで通信をしている機
器のためにＣＳＧ情報を取得する装置が提供される。ＣＳＧローミングインジケータに少
なくとも部分的に基づいてＣＳＧ申し込み情報を機器のために要求するかどうかを決定す
る手段をこの装置はさらに有している。
【００１７】
　さらに、別の態様では、滞在先ネットワークで自律的ＣＳＧローミングを使用すること
を機器が許されているかどうかを明示するＣＳＧローミングインジケータと一緒に申し込
み情報を少なくとも１台のコンピュータに機器のために受信させるコードを備えているコ
ンピュータ可読媒体を含めて滞在先ネットワークで通信をしている機器のためにＣＳＧ情
報を取得するコンピュータプログラム製品が提供される。コンピュータ可読媒体には、Ｃ
ＳＧローミングインジケータに少なくとも部分的に基づいて機器のＣＳＧ申し込み情報を
要求するかどうかを少なくとも１台のコンピュータに決定させるコードがさらに含まれて
いる。
【００１８】
　さらに、ある態様では、滞在先ネットワークで自律的ＣＳＧローミングを用いることが
機器に許されているかどうかを明示するＣＳＧローミングインジケータと一緒に申し込み
情報を機器のために受信する機器登録コンポーネントを具備していて滞在先ネットワーク
で通信をしている機器のためにＣＳＧ情報を取得する装置が提供される。さらにこの装置
は、ＣＳＧローミングインジケータに少なくとも部分的に基づいてＣＳＧ申し込み情報を
機器のために要求するかどうかを決定するＣＳＧローミング決定コンポーネントを具備し
ている。
【００１９】
　別の例では、１個以上の隣接ＣＳＧセルからシグナルを検出することや１個以上の滞在
先ネットワークのＣＳＧｓにアクセスすることが許されているかどうかを明示する１個以
上のインジケータを受信することを備えていて表示する一組のＣＳＧセルを決定する方法
が提供される。この方法は、１個以上の隣接ＣＳＧセルに関連している１個以上のＣＳＧ
の識別子を表示するかどうかを１個以上のインジケータに少なくとも部分的に基づいて決
定することをさらに備えている。
【００２０】
　別の態様では、１個以上のセルからシグナルを検出し、１個以上の滞在先ネットワーク
でＣＳＧへのアクセスが許されているかどうかを明示する１個以上のインジケータを受信
するように構成されている少なくとも１台のプロセッサを有していて表示する一組のＣＳ
Ｇセルを決定する装置が提供される。少なくとも１台のプロセッサは、１個以上のＣＳＧ
セルに関連している１個以上のＣＳＧの識別子を表示するかどうかを１個以上のインジケ
ータに少なくとも部分的に基づいて決定するようにさらに構成されている。その上に、少
なくとも１台のプロセッサに連結されているメモリを装置は有している。
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【００２１】
　さらに別の態様では、１個以上のＣＳＧセルからシグナルを検出する手段と、１個以上
の滞在先ネットワークでＣＳＧへのアクセスが許されているかどうかを明示する１個以上
のインジケータを受信する手段とを具備していて表示する一組のＣＳＧセルを決定する装
置が提供される。この装置は、１個以上のＣＳＧセルに関連している１個以上のＣＳＧｓ
の識別子を表示するかどうかを１個以上のインジケータに少なくとも部分的に基づいて決
定する手段をさらに具備している。
【００２２】
　さらに、別の態様では、少なくとも一台のコンピュータに１個以上のＣＳＧセルからシ
グナルを検出させるコードや１個以上の滞在先ネットワークでＣＳＧへのアクセスが許さ
れているかどうかを明示する１個以上のインジケータを少なくとも一台のコンピュータに
受信させるコードを有しているコンピュータ可読媒体を備えていて表示する一組のＣＳＧ
セルを決定するコンピュータプログラム製品が提供される。このコンピュータ可読媒体は
、１個以上のＣＳＧセルに関連している１個以上のＣＳＧｓの識別子を表示するかどうか
を１個以上のインジケータに少なくとも部分的に基づいて少なくとも一台のコンピュータ
に決定させるコードをさらに備えている。
【００２３】
　その上に、ある態様では、１個以上のＣＳＧセルからシグナルを検出する隣接アクセス
ポイント決定コンポーネントと、１個以上の滞在先ネットワークでＣＳＧｓへのアクセス
が許されているかどうかを明示する１個以上のインジケータを受信する滞在先公衆陸上移
動ネットワーク（ＶＰＬＭＮ：visited public land mobile network）コンポーネントと
を具備していて表示する一組のＣＳＧセルを決定する装置が提供される。この装置は、１
個以上のＣＳＧセルに関連している１個以上のＣＳＧｓの識別子を表示するかどうかを１
個以上のインジケータに少なくとも部分的に基づいて決定するリスト生成コンポーネント
をさらに具備している。
【００２４】
　以下に詳述されていて特許請求の範囲に特に指摘されている諸要件を以上に述べた目的
や関連した目的を達成するためにどの態様も具備している。以下の記述や添付図面には一
種類以上の態様の特定の例示的諸特徴が詳しく示されている。しかし、これらの諸特徴は
種々様々な態様の原理を採用する色々な方法の幾つかを示しているに過ぎず、以下の記述
はそのような全ての態様とその均等物を含むことが意図されている。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
　類似した要素には類似した参照符号が付けてある添付図面を参照して様々な態様を以下
に提示するが、以下の記述は開示する態様を説明するものであって開示した態様を制限す
るものではないことを予め断っておく。
【図１】図１は、滞在先ネットワークで限定的グループノードへの機器のアクセスを制御
するシステムの態様の模式的なブロック図である。
【図２】図２は、滞在先ネットワークで閉鎖的加入者群（ＣＳＧ）への機器のアクセスを
ホームネットワークのノードから制御する典型的なシステムの例である。
【図３】図３は、手動選択のためにリストにＣＳＧｓを表示する典型的なシステムの例で
ある。
【図４】図４は、ここに記載する諸態様にしたがっている典型的な無線通信ネットワーク
の例である。
【図５】図５は、トラッキング領域更新手順を実行する態様のメッセージの流れ図である
。
【図６】図６は、滞在先ネットワーク内でＣＳＧｓへのアクセスが機器に許されているか
どうかを明示する方法の一態様の流れ図である。
【図７】図７は、ＣＳＧ申し込み情報を機器のために要求するかどうかを決定する方法の
一態様の流れ図である。
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【図８】図８は、アクセス可能なＣＳＧｓのリストを表示する方法の一態様の流れ図であ
る。
【図９】図９は、ここに説明する様々な態様にしたがっている典型的な移動装置の例であ
る。
【図１０】図１０は、ここに説明する様々な態様にしたがっている典型的な計算装置の例
である。
【図１１】図１１は、滞在先ネットワークでＣＳＧｓにアクセスすることを機器が許され
ているかどうかを明示する典型的なシステムの例である。
【図１２】図１２は、ＣＳＧ申し込み情報を機器のために要求するのかどうかを決定する
典型的なシステムの例である。
【図１３】図１３は、アクセス可能なＣＳＧｓのリストを表示する典型的なシステムの例
である。
【図１４】図１４は、ここに説明する様々な態様にしたがっている典型的な無線通信シス
テムの例である。
【図１５】図１５は、ここに説明する様々なシステムや方法にしたがっている典型的な無
線ネットワーク環境の例である。
【図１６】図１６は、ここに説明する諸態様を実現することができて複数台の機器をサポ
ートするように構成されている無線通信システムの例である。
【図１７】図１７は、ネットワーク環境内のフェムトセルの配備を可能にする典型的な通
信システムの例である。
【図１８】図１８は、幾つかの確定されているトラッキング領域を有する有効範囲図の例
である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　添付図面を参照して様々な態様をこれから説明する。一種類以上の態様を完全に理解す
ることができるように以下には説明の目的で特定の詳細が数多く記載されている。しかし
、このような詳細がなくても諸態様を実施することができることは明らかである。
【００２７】
　ここに詳述するように滞在先ネットワークの限定的グループノードの会員資格を機器に
認めることに関連する挙動が１個以上のインジケータの伝送および処理で決まる。例えば
、限定的グループの会員資格がホームネットワークにより提供されていない場合に、滞在
先ネットワークのアクセスポイントや別のノードの限定的グループの一員にな（って、例
えば、アクセスポイントの限定的グループにアクセスして少なくともある水準のサービス
を受け）ることが機器に許されているのかどうかを明示するインジケータを機器のホーム
ネットワークのノードが滞在先ネットワークのノードに伝送する。滞在先ネットワークの
ノードはこのインジケータを利用して滞在先ネットワーク、ホームネットワークのノード
、その他の1台以上の加入者サーバから限定的グループの申し込み情報を機器のために要
求するかどうかを決定する。さらに、例えば、機器のユーザによる手動選択用のリストに
、例えば、滞在先ネットワークの任意の限定的グループアクセスポイントを表示するかど
うかや１個以上の特定の滞在先ネットワークの限定的グループアクセスポイントを表示す
るかどうかに関連した１個以上のパラメータを機器は取得することができる。この点に関
して限定的グループアクセスポイント選択能力はホームネットワーク、機器、その他で制
御することができる。
【００２８】
　さらに、本願に用いられている用語「コンポーネント（component）」、「モジュール
（module）」、「システム（system）」、その他には、ハードウェア、ファームウェア、
ハードウェアとソフトウェアの組み合わせ、ソフトウェア、実行中のソフトウェアに限定
される訳ではないがこれらのようなコンピュータ関連エンティティが含まれることが意図
されている。例えばコンポーネントは、プロセッサが実行しているプロセス、プロセッサ
、オブジェクト、実行ファイル、実行スレッド、プログラム、コンピュータの全てまたは
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いずれかで有り得るがこれらに限定される訳ではない。実例として、計算装置が実行して
いるアプリケーションと計算装置はどちらもコンポーネントである。実行中のプロセスお
よびスレッドの両者または一方の中に１個以上のコンポーネントが存在することができ、
あるコンポーネントが一台のコンピュータに局在していたり二台以上のコンピュータに分
散していたりすることができる。その上に、様々なデータ構造が格納されている様々なコ
ンピュータ可読媒体からこれらのコンポーネントを実行することができる。どのコンポー
ネントも、例えば、インターネットのようなネットワークや局所システムや分散システム
のコンポーネントと相互作用をしているあるコンポーネントからのデータのように１個以
上のデータパケットを有するシグナルにしたがうような局所プロセスおよび遠隔プロセス
の両者または一方によりシグナルを通じて別のシステムと通信をすることができる。
【００２９】
　さらに、有線と無線のどちらの端末でも構わない端末との関連で様々な態様を以下に説
明する。端末は、システム、機器、加入者ユニット、加入者局、移動局、移動体、移動装
置、遠隔局、間隔端末、アクセスターミナル、ユーザ端末、端末、通信装置、ユーザエー
ジェント、ユーザ装置、ユーザ機器（ＵＥ）とも呼ばれている。無線端末は、小型携帯移
動電話機（cellular telephone）、衛星電話（satellite phone）、コードレス電話（cor
dless telephone）、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ）電話（Session Initiation Pr
otocol (SIP) phone）、無線局所ループ（ＷＬＬ）局（wireless local loop (WLL) stat
ion）、パーソナルデジタルアシスタント（ＰＤＡ）（personal digital assistant (PDA
)）、無線接続能力のある手持ち式装置、無線モデムに接続されている計算装置その他の
処理装置のいずれでも構わない。さらに、基地局との関連で様々な態様がここに記載され
ている。基地局は、無線端末との通信に用いられ、アクセスポイント、ノードＢ、進化し
たノードＢ（ｅＮＢ）、その他の用語で呼ばれることがある。
【００３０】
　用語「または(or)」は「排他的論理和（exclusive “or”）」ではなくて「包含的論理
和（inclusive “or”）」を意味することが意図されている。すなわち、特段の記載があ
る場合や文脈から明らかな場合を除いて表現「ＸがＡまたはＢを用いる」は列挙されてい
る事項の全てを選択する場合を含む任意のどれか（any of the natural inclusive permu
tations）を意味することが意図されている。すなわち、表現「ＸがＡを用いる」、「Ｘ
がＢを用いる」、「ＸがＡとＢの両者を用いる」はいずれも表現「ＸがＡまたはＢを用い
る」を満たしている。 さらに、本願や添付の特許請求の範囲に用いられている冠詞の「
ａ」や「ａｎ」は特段の記載のある場合や文脈から単数形であることが明らかである場合
を除いて「一つ以上」を意味するものと一般に解釈されなければならないことを断ってお
く。
【００３１】
　ここに記載した技術は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭＡ
、その他のシステムのような様々な無線通信システムに使用することができる。用語「シ
ステム」と「ネットワーク」はしばしば交換可能に用いられている。ＣＤＭＡシステムは
、ユニバーサル地上無線アクセス（ＵＴＲＡ：Universal Terrestrial Radio Access）、
ｃｄｍａ２０００、その他のような無線技術を実行することができる。ＵＴＲＡには、広
帯域符号分割多元接続（Ｗ－ＣＤＭＡ：Wideband Code Division Multiple Access）やＣ
ＤＭＡの他の変種が含まれる。さらに、ｃｄｍａ２０００はＩＳ－２０００、ＩＳ－９５
、ＩＳ－８５６の各規格を包含している。ＴＤＭＡシステムは、移動体通信のためのグロ
ーバルシステム（ＧＳＭ（登録商標）：Global System for Mobile Communications）の
ような無線技術を実行することができる。ＯＦＤＭＡシステムは、進化したＵＴＲＡ（Ｅ
－ＵＴＲＡ）、超広帯域モバイル（ＵＭＢ：Ultra Mobile Broadband）、ＩＥＥＥ８０２
．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２．２０、
Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭ（登録商標）、その他のような無線技術を実行することができる。
ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイル通信システム（ＵＭＴＳ：Univer
sal Mobile Telecommunications System）の一部である。３ＧＰＰ長期的高度化（ＬＴＥ
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：Long Term Evolution）の発表によりＯＦＤＭＡを下りリンクにＳＣ－ＦＤＭＡを上り
リンクにそれぞれ採用しているＥ－ＵＴＲＡを用いたＵＭＴＳが公開された。ＵＴＲＡ、
Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＧＳＭは、「第３世代パートナーシッププロジェクト
（3rd Generation Partnership Project）」（３ＧＰＰ）と言う名称の組織が公開してい
る文書に記載されている。また、ｃｄｍａ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナ
ーシッププロジェクト２（3rd Generation Partnership Project 2）」（３ＧＰＰ２）と
言う名称の組織が公開している文書に記載されている。さらに、これらの無線通信システ
ムには、対になってもいなければ認可されてもいない周波数範囲（unpaired unlicensed 
spectrums）をしばしば使用するピアツーピア（peer-to-peer）（例えば、モバイル機器
とモバイル機器と）の臨時ネットワークシステム、８０２．ｘｘ無線ＬＡＮ、ブルートゥ
ース（ＢＬＵＥＴＯＯＴＨ（登録商標））、その他の短距離または長距離の無線通信技術
も付加的に含まれている。
【００３２】
　機器やコンポーネントやモジュールなどを幾つか備えているシステムとして様々な態様
や特徴を提示する。どのシステムにも機器やコンポーネントやモジュールなどを追加した
り、図面を参照してこれから詳述する機器やコンポーネントやモジュールなどを全て含め
たりすることができることを理解および認識されたい。これらの手法の組み合わせを採用
することもできる。
【００３３】
　図１を参照する。典型的な通信システム１００のノードが幾つか例示されている。例示
のためにお互いに通信し合っている１台以上の機器、アクセスポイント、ネットワークノ
ードの関連で開示の様々な態様を説明する。しかし、別の用語を用いて引用されている他
の種類の装置や他の類似した装置にここに示すどの態様も適用することができることを理
解されたい。例えば、アクセスポイントは基地局、ｅノードＢｓ（ｅＮＢ）（eNodeBs (e
NB)）、（例えば、ＵＭＴＳの場合のように）ホームノードＢｓ（Home Node Bs）、（例
えば、ＬＥＴの場合のように）ホームｅＮＢｓ（Home eNBs）と呼ばれたり、そのような
ものとして実現されたりするが、一括してＨ（ｅ）ＮＢｓ、フェムトセルまたはピコセル
のアクセスポイント、移動基地局、リレーノード、ホットスポット、ルータ、ゲートウェ
イ、その他と呼ばれるのに対して、機器はユーザ機器（ＵＥ）、移動装置、アクセス端末
、モデム、その他と呼ばれたり、そのようなものとして実現されたりする。
【００３４】
　システム１００のアクセスポイントは、システム１００の有効範囲の中に設置されたり
システム１００の有効範囲の中を移動したりする１台以上の有線または無線の機器（例え
ば、機器１０２）に一種類以上のサービス（例えば、ネットワーク接続性）を提供する。
例えば、システム１００の中で機器１０２はアクセスポイント１０４や（図示していない
）どこか別のアクセスポイントと様々な時点で繋がる。広域通信網の接続性（wide area 
network connectivity）を高めるためにどのアクセスポイントも１個以上のネットワーク
ノード（例えば、ネットワークノード１０６や１０８）と通信をすることができる。ネッ
トワークノード１０６および１０８は、例えば、１個以上の無線ネットワークエンティテ
ィおよび１個以上の基幹ネットワークエンティティの両者または一方のような様々な形態
をとることができる。したがって、ネットワークノード１０６および１０８は（例えば、
操作、管理、統御、準備エンティティによる）ネットワーク管理、呼び出し管理、セッシ
ョン管理、モビリティ管理、ゲートウェイ機能、相互作用機能（interworking functions
）、その他の適切なネットワーク機能の少なくとも一つのような機能を様々な例で示す。
【００３５】
　場合によって機器１０２は、無線セルセットに関連付けられている限定的グループアク
セスポイントにアクセスすることができる。一般に無線セルセットは、当該セットに固有
の定義されている関係にあ（って、例えば、少なくとも１個のアクセスポイントにより提
供され）る１個以上のセルから成っている。無線セルセットの例は閉鎖的加入者群（ＣＳ
Ｇ）である。便宜上以下の説明は、より一般的な用語無線セルセットではなくて用語ＣＳ
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Ｇに関連しているに過ぎない。しかしここに説明する着想は、無線セルや他の類似したエ
ンティティの他の種類の定義されているセットやグループ（例えば、限定的グループ）に
も適用可能であることを理解されたい。また、限定的グループが非会員（例えば、ハイブ
リッドセル）に限定的な水準のアクセスを提供することにもここに記載する諸態様を同じ
ように適用することができる。さらに、機器類がアクセスポイントと通信をすることので
きる１個以上のセルをアクセスポイントは提供することができることを理解されたい。
【００３６】
　機器１０２は、ネットワーク内を移動する際に、ＣＳＧｓに関する何らかの形態のリス
ト（例えば、許可されているリストすなわちホワイトリスト）および関連アクセスポイン
トの両者または一方を使用して機器１０２がアクセスを許されるアクセスポイントを特定
する。ある例では、ネットワーク（例えば、１個以上のネットワークノード１０６または
１０８）によりこのリストが維持されるので、ネットワークはリストの更新のために周期
的に機器１０２にメッセージを送信する。このリストをオペレータＣＳＧリスト１１０と
呼ぶ。ネットワークリストはスケジュールにしたがって（例えば、ネットワークなどに接
続されている機器１０２に基づいて一日に一回）更新されるので、ＣＳＧの局所リストお
よび関連アクセスポイントの両者または一方を機器１０２は維持することができる。さら
に、局所リストにより機器１０２は、選択および提示が手動で行われるＣＳＧや関連アク
セスポイントのリストを更新することができる。局所リストを許可されているＣＳＧリス
ト１１２と呼ぶことができる。例えばネットワークは、（例えば、オペレータＣＳＧリス
トを更新すると）許可されているＣＳＧリスト１１２を更新することもできることを理解
されたい。
【００３７】
　例えばオペレータＣＳＧリスト１１０は、ＣＳＧリストサーバ１１４のような１個以上
のネットワークノード１０６または１０８により更新可能である。例えば、アクセス端末
１０２がアクセスを許されているのはどのＣＳＧであるのかに関する情報をネットワーク
が取得すること（および、ここに記載されているように１個以上のイベントやスケジュー
ルにしたがうことの両者または一方）によりＣＳＧリストサーバ１１４はオペレータＣＳ
Ｇリスト１１０の更新を指示するメッセージを機器１０２に送信する。ＣＳＧリストコン
ポーネント１１６はメッセージを取得し、それに応じてオペレータＣＳＧリスト１１０を
更新する。許可されているＣＳＧリスト１１２は機器１０２のユーザにより更新可能であ
る。例えば、機器１０２は１個以上のＣＳＧアクセスポイントまたは関連ＣＳＧｓの手動
選択を実行することができ、オペレータＣＳＧリスト１１０には今のところ載っていない
ＣＳＧ識別子に関連付けられているアクセスポイントへのアクセスが機器１０２に許され
ている場合には機器１０２は許可されているＣＳＧリスト１１２の更新を（例えば、ＣＳ
Ｇリストコンポーネント１１６を介して）行う。
【００３８】
　したがって機器１０２は、ホームネットワークにいる間または滞在先ネットワークをロ
ーミングしている間に１個以上のＣＳＧへのアクセスが少なくともある水準で許されてい
るかどうかを決定するために両リストを用いることができる。システム１００は複数のネ
ットワークから成っている（例えば、異なる公衆陸上移動ネットワーク（ＰＬＭＮ：publ
ic land mobile networks））。ある例では、機器１０２およびネットワークノード１０
８が機器１０２のホームＰＬＭＮ（ＨＰＬＭＮ：home PLMN）であり、アクセスポイント
１０４およびネットワークノード１０６が滞在先ネットワークとここで呼ぶこともある滞
在先ＰＬＭＮ（ＶＰＬＭＮ：visited PLMN）である。したがって例えば機器１０２は、Ｖ
ＰＬＭＮのＣＳＧアクセスポイントであるかも知れないアクセスポイント１０４との接続
の確立を試みる。この例では、モビリティマネージャ１２０のような１個以上のネットワ
ークノード１０６がＨＰＬＭＮの１個以上のネットワークノード１０８と通信をして機器
１０２をＶＰＬＭＮに登録し、機器１０２やそのユーザ（例えば、加入者）に関する幾ら
かの申し込み情報を取得する。
【００３９】
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　ある例では、（例えば、機器１０２を滞在先ネットワークに登録する際にＣＳＧ申し込
み情報を他の申し込み情報に添付してＨＰＬＭＮのネットワークノード１０８からＶＰＬ
ＭＮのネットワークノード１０６に転送することによって）ＨＰＬＭＮの１個以上のネッ
トワークノード１０８が機器１０２に関するＣＳＧ申し込み情報をＶＰＬＭＮの１個以上
のネットワークノード１０６に提供する。ＣＳＧ申し込み情報には、機器１０２が一員で
ある１個以上のＣＳＧｓに関するリスト（例えば、それらの識別子）が含まれる。別の例
では、ＣＳＧ申し込み情報には、１個以上のＣＳＧｓの機器会員に関するアクセスの水準
やその他のパラメータが含まれる。ある例では、ＶＰＬＭＮの１個以上のＣＳＧに関連し
た会員情報がＣＳＧ申し込み情報に含まれているので、１個以上のＣＳＧに関連している
ＰＬＭＮに申し込み情報を追加して含めることができる。
【００４０】
　ある例では、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ：home subscriber server）１２２が機器１
０２に関連しているＣＳＧローミングインジケータをモビリティマネージャ１２０に追加
的に供給して、ＶＰＬＭＮ内での自律的ＣＳＧローミングを機器１０２が許されているの
かどうかの決定を促進することができる。例えば、ＶＰＬＭＮのＣＳＧアクセスポイント
の会員であることおよびＶＰＬＭＮのＣＳＧアクセスポイントにアクセスすることの両者
または一方が許されている機器１０２に自律的ＣＳＧローミングは当て嵌まる。これらは
、ＨＳＳ１２２から受信したＣＳＧ申し込み情報には会員としてまだ載っていないＣＳＧ
ｓおよび関連アクセスポイントの両者または一方である。自律的ＣＳＧローミングの実行
を機器１０２が許されていることをＣＳＧローミングインジケータが明示する場合に、モ
ビリティマネージャ１２０がＶＰＬＭＮに関連している付加的なＣＳＧ申し込み情報を機
器１０２のために要求して維持する。
【００４１】
　しかし、モビリティマネージャ１２０がＣＳＧ申し込み情報をＨＳＳ１２２と遣り取り
する場合には、そのような情報を要求したりＶＰＬＭＮローミングをＨＰＬＭＮでサポー
トしたりするなどのためにＶＰＬＭＮのノードとＨＰＬＭＮのノードとの間にインターフ
ェースが必要である。したがって、ある例では、ＣＳＧ申し込みサーバ（ＣＳＳ）１１８
がＶＰＬＭＮに設けられていて機器をローミングさせるためにＣＳＧ申し込み情報を維持
している。この点に関してモビリティマネージャ１２０は、機器２０２のためにＣＳＧ申
し込み情報をＶＰＬＭＮでＣＳＳ１１８と遣り取りする。機器１０２がＣＳＧの一員であ
るアクセスポイント（例えば、アクセスポイント１０４）で接続の確立を要求すると、モ
ビリティマネージャ１２０は機器１０２がアクセスを許されているかどうかを機器１０２
のために受信したＣＳＧ申し込み情報にしたがって決定する。同様に、機器１０２がＶＰ
ＬＭＮのＣＳＧアクセスポイント（例えば、アクセスポイント１０４）に提供されると、
ＣＳＳ１１８は提供情報（provision information）を格納する。アクセスポイント１０
４へのアクセスおよびアクセスポイント１０４のＣＳＧの資格の両者または一方が許され
ていることをＶＰＬＭＮに関連している機器１０２に関するＣＳＧ申し込み情報が示すか
どうかに基づいてモビリティマネージャ１２０はアクセスポイント１０４での接続の確立
を機器１０２に許すかどうかを次に決定する。
【００４２】
　別の例では、ＣＳＧリストコンポーネント１１６は機器１０２のユーザに表示する手動
選択リスト１２４を任意に生成する。例えばＣＳＧリストコンポーネント１１６は、隣接
しているアクセスポイントおよび設けられているセルの両者または一方からシグナルを検
出して、隣接しているアクセスポイントまたは関連ＣＳＧ識別子の少なくとも一部分を手
動選択リスト１２４に表示するかどうかを決定する。ある例では、ＶＰＬＭＮからの任意
のＣＳＧを手動選択リスト１２４に含めるかどうかや特定のＶＰＬＭＮからのＣＳＧを含
めるかどうかなどを明示する１個以上のインジケータをＣＳＧリストコンポーネント１１
６は取得する。同様にインジケータは、ＨＰＬＭＮから受信したオペレータＣＳＧリスト
に載っていないＶＰＬＭＮｓからのＣＳＧｓを表示するかどうかに関連している。例えば
機器１０２はインジケータを（例えば、ハードコード化パラメータ、構成や仕様のパラメ
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ータ、その他として）格納し、１個以上のネットワークノード１０６や１０８などからの
インジケータを受信する。
【００４３】
　いずれの場合でも、例えば、ＶＰＬＭＮｓからのＣＳＧｓはどれも含めないことを示す
ようにインジケータが設定されているとＣＳＧリストコンポーネント１１６が判断すると
、ＣＳＧリストコンポーネント１１６はアクセスポイント１０４および関連ＣＳＧ識別子
の両者または一方を手動選択リスト１２４から除外する。同様に、ネットワークノード１
０６のＶＰＬＭＮおよびアクセスポイント１０４からのＣＳＧｓを含めないことを示すよ
うにインジケータが設定されているとＣＳＧリストコンポーネント１１６が判断すると、
ＣＳＧリストコンポーネント１１６はアクセスポイント１０４または関連ＣＳＧ識別子を
手動選択リスト１２４から除外する。さもなければ、ＣＳＧリストコンポーネント１１６
はアクセスポイント１０４または関連ＣＳＧ識別子を手動選択リスト１２４に含める。こ
のようにして機器１０２は、１個以上のＣＳＧの１個以上のアクセスポイントへのアクセ
スをユーザが要求できるかどうかを管理する。
【００４４】
　図２に移る。滞在先ネットワークでローミングしている機器のためにＣＳＧ加入者デー
タの要求を容易に行えるようにする典型的な無線通信システム２００が例示されている。
システム２００は、１個以上のアクセスポイントと通信をして無線ネットワークへのアク
セス権を受信することのできる機器２０２、限定的なアクセス権を１台以上の機器に供給
するＨ（ｅ）ＮＢ　２０４、１台以上の基幹的なネットワークコンポーネントと通信をす
る権限を１台以上の機器に与えるモビリティマネージャ２０６を有している。システム２
００は、機器２０２に関連しているＨＳＳまたはホーム位置レジスタ（ＨＬＲ：home loc
ation register）２０８や１台以上の機器のためにＣＳＧ申し込み情報を維持しているＣ
ＳＳ　２１０をさらに有している。ある例ではここに記載されているように機器２０２は
ＵＥ、モデム（または他の有線式装置）、それらの一部のいずれかまたは全てであり、Ｈ
（ｅ）ＮＢ　２０４はフェムトセル、ピコセル、これらに類似したアクセスポイント、そ
れらの一部、その他である。さらに、例えばモビリティマネージャ２０６は、モビリティ
管理エンティティ（ＭＭＥ：mobility management entity）、サービスをしている一般パ
ケット無線サービス（ＧＰＲＳ：general packet radio service）サポートノード（ＳＧ
ＳＮ：Serving GPRS Support Node）、移動通信交換局（ＭＳＣ：mobile services switc
hing center）または滞在位置レジスタ（ＶＬＲ：visiting location register）、その
他の類似ノードのいずれでも良い。さらに、アクセスを容易にするために付加的なコンポ
ーネントやノードが図示したものの間に存在していても構わない（例えば、モビリティマ
ネージャ２０６とＨＳＳ／ＨＬＲ　２０８との間、モビリティマネージャ２０６とＣＳＳ
　２１０との間、その他に１台以上のゲートウェイがあっても構わない）。
【００４５】
　機器２０２は、ＨＰＬＭＮまたはＶＰＬＭＮの１個以上のアクセスポイントへのアクセ
スを試みるアクセス要請コンポーネント２１２や１個以上のアクセスポイントへのアクセ
スが許されているのかどうかに少なくとも部分的には基づいてＣＳＧリストを処理する省
略可能なＣＳＧリストコンポーネント２１４を具備している。モビリティマネージャ２０
６は、関連ＰＬＭＮに亘って１台以上の機器を登録する機器登録コンポーネント２１６や
モビリティマネージャ２０６に関連しているＰＬＭＮのＣＳＧノードへのアクセスがロー
ミング中の機器に許されているのかどうかを決定するＣＳＧローミング決定コンポーネン
ト２１８を具備していても構わない。モビリティマネージャ２０６は、ローミング中の機
器のためにＣＳＧ申し込み情報を取得する申し込み要求コンポーネント２２０や少なくと
も部分的には申し込み情報に基づいてローミング中の機器にＣＳＧアクセスを提供するＣ
ＳＧアクセス制御コンポーネント２２２も具備している。
【００４６】
　ＨＳＳ／ＨＬＲ　２０８は、ＶＰＬＭＮに機器を登録することを許可して機器のために
１個以上のサービスパラメータをＶＰＬＭＮに供給することのできる滞在先ネットワーク
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登録コンポーネント２２４やＶＰＬＭＮでＣＳＧノードと通信することを機器が許されて
いるのかどうかを明示することのできるＣＳＧローミング指示コンポーネント２２６を具
備していても構わない。ＣＳＳ　２１０は、ＣＳＳ　２１０に関連しているＶＰＬＭＮで
ローミングしている機器または要求しているエンティティのためにＣＳＧ申し込み情報を
検索する申し込み提供コンポーネント２２８やＶＰＬＭＮでローミングをしている機器の
ためにＣＳＧ申し込み情報を取得して蓄える申し込み情報更新コンポーネント２３０を有
していても構わない。
【００４７】
　ある例では機器２０２は、機器２０２のＨＰＬＭＮで構わないＰＬＭＮを提供するネッ
トワークオペレータに関連している。さらにＨＳＳ／ＨＬＲ　２０８は、機器２０２のた
めに申し込み情報を格納するＨＰＬＭＮのノードであっても構わない。Ｈ（ｅ）ＮＢ　２
０４およびモビリティマネージャ２０６は異なるネットワークオペレータにより供給され
るＰＬＭＮの一部で構わず、ＰＬＭＮは機器２０２のＶＰＬＭＮで構わない。但し、アク
セス要求コンポーネント２１２はＨ（ｅ）ＮＢ　２０４のようなＶＰＬＭＮの１個以上の
アクセスポイントへのアクセスを試みることができ、Ｈ（ｅ）ＮＢ　２０４はモビリティ
マネージャ２０６にアクセスの試みを通知してＶＰＬＭＮでの機器２０２の認証や許可を
促進させることができる。この例では、機器２０２はＶＰＬＭＮに登録または接続の手続
きをすることができる。ある例では、アクセス要求コンポーネント２１２は、接続の要求
、登録の要求、トラッキング領域更新（ＴＡＵ：tracking area update）または位置領域
更新（ＬＡＵ：location area update）またはルーティング領域更新（ＲＡＵ：routing 
area update）または類似の要求をＨ（ｅ）ＮＢ　２０４に送信し、Ｈ（ｅ）ＮＢ　２０
４はメッセージをモビリティマネージャ２０６に送信する。
【００４８】
　したがってどちらの場合にも機器登録コンポーネント２１６は１個以上の機器２０２パ
ラメータをＨ（ｅ）ＮＢ　２０４から（例えば、接続要求、登録要求、ＴＡＵ、ＬＡＵ、
ＲＡＵ、類似のメッセージから）取得する。この例では、機器登録コンポーネント２１６
はＨＳＳ／ＨＬＲ　２０８からＶＰＬＭＮに機器２０２の登録を要求することができる。
例えば、これは更新位置要求または類似のメッセージの一部であって構わない。滞在先ネ
ットワーク登録コンポーネント２２４は機器２０２の登録要求を取得することができ、Ｃ
ＳＧローミング指示コンポーネント２２６は機器２０２に関連した機器申し込み情報をモ
ビリティマネージャ２０６に供給することができる。これは、例えば、更新位置要求肯定
応答メッセージ、挿入加入者データメッセージ（Insert Subscriber Data message）、Ｌ
ＴＥネットワークに機器情報を提供するのに用いられる類似のメッセージの全てまたはど
れかの一部で構わない。機器登録コンポーネント２１６は、機器申し込み情報にしたがっ
て機器２０２へのアクセスを提供する機器申し込み情報を受信することができる。別の例
では、滞在先ネットワーク登録コンポーネント２２４から機器２０２のためのＣＳＧ申し
込み情報を滞在先ネットワーク登録コンポーネント２２４が提供し、機器登録コンポーネ
ント２１６が（例えば、申し込み情報の一部または全てとして）取得する。
【００４９】
　機器申し込み情報の一部として、あるいは、機器２０２の登録、接続、その他に関連す
る別のメッセージの中で、あるいはその両者としてＣＳＧローミング指示コンポーネント
２２６は、機器２０２がＶＰＬＭＮにおいてＣＳＧｓまたは関連アクセスポイントへの加
入やアクセスを許されているかどうかを示すＣＳＧローミングインジケータ２３２を（例
えば、提供されている１個以上のセルにより）モビリティマネージャ２０６に付加的に伝
達する。これは、例えば、ＨＰＬＭＮ（例えば、ＨＳＳ　２０８）からのＣＳＧ申し込み
に加入資格やアクセス権が示されていないＣＳＧｓに関連している。この点に関しては既
に説明したようにＣＳＧローミングインジケータ２３２はＶＰＬＭＮにおいてそのような
ＣＳＧｓの間で自律的ＣＳＧローミングを使用することが機器２０２に許されているのか
どうかに関連している。ある例では、ＣＳＧローミング指示コンポーネント２２６はＣＳ
Ｇローミングインジケータ２３２を特定の機器２０２のために決定したり格納したりする
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。例えば、機器２０２や関連しているユーザまたは加入者に固有であるオペレータの方針
、ローミング契約、申し込みクラス、課金モデル、その他に少なくとも部分的に基づいて
ＣＳＧローミングインジケータ２３２はネットワークオペレータにより（例えば、ＣＳＧ
ローミング指示コンポーネント２２６へのインターフェースを介して）初期化される。
【００５０】
　さらに、ＣＳＧローミングインジケータ２３２はある与えられたＶＰＬＭＮすなわち一
般に任意の滞在先ネットワークに申し込みをする（ので、ＣＳＧローミング指示コンポー
ネント２２６はＣＳＧローミングインジケータをＶＰＬＭＮ毎に有している）。ＣＳＧロ
ーミング決定コンポーネント２１８はＣＳＧローミングインジケータ２３２を（例えば、
機器申し込み情報またはその他から）受信する。自律的ＣＳＧローミングの使用が機器２
０２に許されていることをＣＳＧローミングインジケータ２３２が明示すると、ＶＰＬＭ
Ｎ内の１台以上のＣＳＧに関する機器２０２のＣＳＧ申し込み情報の要求を申し込み要求
コンポーネント２２０がＣＣＳ　２１０に送信する。ある例ではこれは、更新ＣＳＧ位置
要求メッセージ（Update CSG Location Request message）またはＬＴＥネットワークで
伝達される類似のメッセージである。申し込み提供コンポーネント２２８は要求を受け取
ってＣＳＧ申し込み情報を機器２０２のために送信する。ある例ではこれは、ＶＰＬＭＮ
内のＣＳＧｓに関連している付加的なＣＳＧ申し込み情報である。
【００５１】
　この点に関して例えばＣＳＳ　２１０はＶＰＬＭＮに関連しているＣＳＧ申し込み情報
を機器２０２のために格納する。ある例では、１個以上のＣＳＧに関する提供情報（prov
isioning information）を機器２０２のために受信する申し込み更新コンポーネント２３
０に少なくとも部分的に基づいてＣＳＳ　２１０はＣＳＧ申し込み情報を格納する。この
提供情報は、一種類以上の帯域外手続きによる手動で、または一種類以上の帯域内手続き
を用いる機器２０２により、またはその他により申し込み更新コンポーネント２３０に提
供される。例えば、自律的ＣＳＧローミングを使用することが機器２０２に許されている
のかどうかに基づいて一種類以上の帯域内手続きが調整される。自律的ＣＳＧローミング
をＶＰＬＭＮで用いることが機器２０２に許されていないことをＣＳＧローミングインジ
ケータ２３２が明示している場合には、申し込み要求コンポーネント２２０はＣＳＳ　２
１０からＣＳＧ申し込み情報を要求することを控える。いずれの場合にもＣＳＧアクセス
制御コンポーネント２２２は、機器２０２のためにＣＳＳ　２１０から受信したＣＳＧロ
ーミングインジケータ２３２およびＣＳＧ申し込み情報の両者または一方に少なくとも部
分的に基づいてＨ（ｅ）ＮＢ　２０４に関連しているＣＳＧへのアクセスを機器２０２に
許すのかどうかを決定する。例えば、ＶＰＬＭＮの中で自律的ＣＳＧローミングを用いる
ことが機器２０２に許されていないことをＣＳＧローミングインジケータ２３２が明示し
ている場合には、ＣＳＧアクセス制御コンポーネント２２２は機器２０２がＨ（ｅ）ＮＢ
　２０４にアクセスすることを拒否する。
【００５２】
　さらに、ある例では、Ｈ（ｅ）ＮＢ　２０４や関連ＣＳＧへのアクセスが許されている
のかどうかにしたがってＣＳＧリストコンポーネント２１４がＣＳＧのリストを１個以上
処理する。既に説明したように、例えば、ＣＳＧアクセス制御コンポーネント２２２はＨ
（ｅ）ＮＢ　２０４へのアクセスを管理し、Ｈ（ｅ）ＮＢ　２０４および関連ＣＳＧの両
者または一方へのアクセスが許されているのかどうかをアクセス機器２０２に指し示す。
アクセスが許されているかどうかのインジケータをアクセス要求コンポーネント２１２が
受信する。ある例では、Ｈ（ｅ）ＮＢおよび関連ＣＳＧの両者または一方へのアクセスが
拒絶されている場合には、ＣＳＧアクセス制御コンポーネント２２２が拒絶コードを機器
２０２に送信する。アクセスが許されていない場合には、例えば、非アクセス階層（ＮＡ
Ｓ：non-access stratum）レイヤからアクセス階層（ＡＳ：access stratum）レイヤに供
給される許可ＣＳＧリストからＨ（ｅ）ＮＢの識別子や関連ＣＳＧ識別子をＣＳＧリスト
コンポーネント２１４が除外する。別の例では、アクセスが許されていない場合には、例
えば、これからさらに説明するように機器２０２が表示する手動モード選択用のセルリス
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トからＨ（ｅ）ＮＢおよび関連ＣＳＧの両者または一方の識別子をＣＳＧリストコンポー
ネント２１４が除外する。いずれの場合にも例えばアクセス要求コンポーネント２１２は
ＶＰＬＭＮ内のＣＳＧ　Ｈ（ｅ）ＮＢｓ（およびハイブリッドＨ（ｅ）ＮＢｓの例えば両
者または一方）にアクセスすることを控える。
【００５３】
　図３を参照する。隣接セルのリストを容易に生成する典型的な無線通信システム３００
が例示されている。システム３００は、無線ネットワークで通信をする機器３０２を具備
している。さらにシステム３００は、機器３０２のＨＰＬＭＮのＨ（ｅ）ＮＢであるＨＰ
ＬＭＮ　Ｈ（ｅ）ＮＢ　３０４のようなＨ（ｅ）ＮＢｓを１台以上と、ＶＰＬＭＮ１のＨ
（ｅ）ＮＢであるＶＰＬＭＮ１　Ｈ（ｅ）ＮＢ　３０６と、ＶＰＬＭＮ２のＨ（ｅ）ＮＢ
であるＶＰＬＭＮ２　Ｈ（ｅ）ＮＢ　３０８とを具備している。ＶＰＬＭＮ１およびＶＰ
ＬＭＮ２は異なるＶＰＬＭＮｓである（例えば、機器３０５のネットワークオペレータと
は異なるネットワークオペレータで作動する）。機器３０２にパラメータを一種類以上供
給するＭＭＥ、ＳＧＳＮ、ＭＳＣ／ＶＬＲ、その他のような実質的にＨＰＬＭＮの任意の
基幹的ネットワークノードであるＨＰＬＭＮネットワークノード３１０をシステム３００
はさらに具備している。機器３０２は、ＨＰＬＭＮネットワークノード３１０に直に接続
されているように図示されているが、（ある例では、ＨＰＬＭＮ　Ｈ（ｅ）ＮＢ　３０４
を含む）１個以上のアクセスポイント、ゲートウェイ、ルータ、その他のような１個以上
の別のＨＰＬＭＮネットワークコンポーネントを介してＨＰＬＭＮネットワークノード３
１０と通信をすることができることを理解されたい。
【００５４】
　機器３０２は、手動選択に利用可能なＣＳＧｓのリストを生成するＣＳＧリストコンポ
ーネント３１２と、機器３０２のディスプレイにリストを描写する表示コンポーネント３
１４とを具備している。ＣＳＧリストコンポーネント３１２は、機器３０２を通信可能に
するアクセスポイントまたは関連セルを１個以上決定する隣接アクセスポイント検出コン
ポーネント３１６、１種類以上のＶＰＬＭＮでＣＳＧセルを機器３０２が使用することが
できるかどうかを明示するインジケータを１個以上受信するＶＰＬＭＮインジケータ取得
コンポーネント３１８、通信に利用可能な隣接ＣＳＧｓのリスト（このリストには、例え
ば、通信に利用可能なＣＳＧのアクセスポイントやセルが含まれる）の編集を１種類以上
のインジケータに少なくとも部分的に基づいて行うリスト生成コンポーネント３２０を具
備している。ＨＰＬＭＮネットワークノード３１０は、１種類以上のＶＰＬＭＮの中のＣ
ＳＧセルを機器３０２が使用可能であるのかどうかを明示する１種類以上のインジケータ
を機器３０２に供給するＶＰＬＭＮアクセス指示コンポーネント３２２を具備している。
【００５５】
　ある例によれば、隣接アクセスポイント検出コンポーネント３１６は機器３０２が通信
に使用することのできるアクセスポイントを１個以上決める。これは、例えば、閾値信号
対雑音比（ＳＮＲ：signal-to-noise ratio）その他の品質測定を有している１個以上の
アクセスポイントから信号を検出することに少なくとも部分的に基づいている。例えば隣
接アクセスポイント検出コンポーネント３１６は、隣接アクセスポイントのリスト、再選
択に関連しているタイマーやイベント、その他についてユーザインターフェースから受信
する要求に少なくとも部分的に基づいて隣接アクセスポイントの検出を開始する。さらに
、ＶＰＬＭＮアクセス指示コンポーネント３２２は機器３０２が１種類以上のＶＰＬＭＮ
の中のＣＳＧセルにアクセスすることができるのかどうかを明示する１種類以上のインジ
ケータを機器３０２に供給し、ＶＰＬＭＮインジケータ取得コンポーネント３１８がその
インジケータを取得する。
【００５６】
　ある例では、（例えば、ＨＰＬＭＮとの接続を確立する一部としてタイマーまたは他の
イベント、その他に少なくとも部分的に基づいて隣接アクセスポイントの探索を開始する
隣接アクセスポイント検出コンポーネント３１６に少なくとも部分的に基づいて）ＶＰＬ
ＭＮインジケータ取得コンポーネント３１８はインジケータを要求する。例えば、ＶＰＬ
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ＭＮアクセス指示コンポーネント３２２から受信したインジケータは任意のＶＰＬＭＮの
中のＣＳＧにアクセスすることが機器３０２に許されているのかどうか（例えば、ＨＰＬ
ＭＮにより加入資格やアクセス権が供給されていないＣＳＧｓであるのかどうか）に関連
している。付加的な例または別の例では、ＶＰＬＭＮアクセス指示コンポーネント３２２
から受信したインジケータは特定のＭＰＬＭＮｓの中のＣＳＧにアクセスすることが機器
３０２に許されているかどうかに関連している。例えばこれは、ＶＰＬＭＮに関連してい
るフラグの集積、機器３０２がＣＳＧにアクセスすることのできる（またはできない）Ｖ
ＰＬＭＮに関してオペレータが制御するリスト、その他の全てまたはいずれかに関連して
いる。さらに、ＰＬＭＮ識別子によりＶＰＬＭＮが示されるので機器３０２はＨ（ｅ）Ｎ
Ｂｓからのブロードキャスト情報からＶＰＬＭＮを決定し、Ｈ（ｅ）ＮＢｓをＣＳＧリス
トに含めるかどうかをそれに応じて決定する。
【００５７】
　したがって、例えば、ＶＰＬＭＮインジケータ取得コンポーネント３１８は１個以上の
インジケータを受信し、リスト生成コンポーネント３２０は機器３０２がアクセスを許さ
れていないＣＳＧリストからＣＳＧｓを（例えば、関連アクセスポイントやセルと一緒に
）除外したり、機器３０２がアクセスを許されているＣＳＧリストにＣＳＧｓを含めたり
する。特定の例では、隣接アクセスポイント検出コンポーネント３１６がＨＰＬＭＮ　Ｈ
（ｅ）ＮＢ　３０４、ＶＰＬＭＮ１　Ｈ（ｅ）ＮＢ　３０６、ＶＰＬＭＮ２　Ｈ（ｅ）Ｎ
Ｂ　３０８の存在を検出する。例えば、ＶＰＬＭＮｓの中のＣＳＧｓにアクセスすること
が機器３０２は一般に許されている旨の指標をＶＰＬＭＮインジケータ取得コンポーネン
ト３１８は受信する。するとリスト生成コンポーネント３２０は、ＨＰＬＭＮ　Ｈ（ｅ）
ＮＢ　３０４、ＶＰＬＭＮ１　Ｈ（ｅ）ＮＢ　３０６、ＶＰＬＭＮ２　Ｈ（ｅ）ＮＢ　３
０８を（例えば、関連しているＣＳＧやセルの識別子と一緒に）含むＣＳＧリストを生成
する。別の例では、ＶＰＬＭＮインジケータ取得コンポーネント３１８はＶＰＬＭＮ１の
中のＣＳＧｓへのアクセスが機器３０２は許されていない旨の指標も受信する。この例で
はリスト生成コンポーネント３２０は、ＨＰＬＭＮ　Ｈ（ｅ）ＮＢ　３０４およびＶＰＬ
ＭＮ２　Ｈ（ｅ）ＮＢ　３０８を（例えば、関連しているＣＳＧやセルの識別子と一緒に
）含むＣＳＧリストを生成する。いずれの場合にも表示コンポーネント３１４は手動選択
リストまたは類似のリストにＣＳＧリストを表示する。ＨＰＬＭＮまたはＶＰＬＭＮの１
個以上のＣＳＧアクセスポイントの再選択を実行したりその他をしたりするような別の例
に機器３０２はＣＳＧリストを使用することができることを理解されたい。
【００５８】
　さらに、説明したようにＣＳＧリストコンポーネント３１２は（例えば、ＨＰＬＭＮや
一種類以上のＶＰＬＭＮｓの）ＭＭＥや類似のノードから受信したオペレータＣＳＧリス
トや許可されているＣＳＧｓのリストを維持することを理解されたい。したがって、ある
例では、オペレータＣＳＧや許可されているＣＳＧのリストにＣＳＧｓが存在しているの
かどうかに少なくとも部分的に基づいてリスト生成コンポーネント３２０はＣＳＧリスト
にＨ（ｅ）ＮＢｓを付加的に表示するかどうかを決定する。ある例では、オペレータＣＳ
Ｇリストや許可されているＣＳＧｓのリストの一方にＣＳＧｓがあればリスト生成コンポ
ーネント３２０は他のパラメータに拘らず手動選択ＣＳＧリストにＣＳＧｓを含める。し
たがって、例えば、隣接アクセスポイント検出コンポーネント３１６により検出されオペ
レータＣＳＧまたは許可されているＣＳＧのリストにないＣＳＧセルの１個以上のインジ
ケータをリスト生成コンポーネント３２０は評価する。
【００５９】
　図４を参照する。ｅＮＢ　４０４（例えば、Ｈ（ｅ）ＮＢ）、ＭＭＥ　４０６、サービ
ングゲートウェイ（ＳＧＷ：serving gateway）４０８、パケットデータネットワーク（
ＰＤＮ：packet data network）ゲートウェイ（ＰＧＷ：packet data network gateway）
４１０、ＰＤＮ　４１２、ＨＳＳ　４１４、ＣＳＧ管理サーバ４１６、ＣＳＳ　４１８の
ようなＶＰＬＭＮの１個以上のコンポーネントやＵＥ　４０２のようなエンティティを具
備する典型的な無線通信ネットワーク４００が図示されている。ネットワーク４００は、
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ＵＥ　４０２のＨＰＬＭＮのＨＳＳ　４２２やＣＳＧリストサーバ４２０も具備している
。３ＧＰＰ　ＬＴＥネットワークに関連付けた一般的な説明にしたがって図示されている
がここに記載されている着想は付加的なノードや別のノードを含むことのできる別の実施
（例えば、ＵＭＴＳに基づくシステム、その他）にも適用することができることを理解さ
れたい。
【００６０】
　ある例によれば、ＵＥ　４０２は（例えば、接続要求（attach request）、登録要求、
ＴＡＵ、ＬＡＵ、ＲＡＵ、これらに類似したメッセージを送信して）ＶＰＬＭＮのｅＮＢ
　４０４へのアクセスを試みる。ｅＮＢ　４０４は、アクセスの試みに関する１種類以上
のメッセージをＭＭＥ　４０６に転送する。ＭＭＥ　４０６は、ＵＥ　４０２が別のネッ
トワークの一員であることを突き止めて、ＵＥ　４０２に関する機器申し込み情報につい
てＨＳＳ　４２２に問い合わせる。既に説明したようにＨＳＳ　４２２はＣＳＧローミン
グインジケータと一緒に機器申し込み情報をＭＭＥ　４０６に供給する。さらにある例で
はＨＳＳ　４２２は、機器４０２に関するＣＳＧ申し込み情報をＭＭＥ　４０６に供給す
る。例えばＨＳＳ　４２２は、ＣＳＧリストサーバ４２０からＣＳＧ申し込み情報を取得
する。ＭＭＥ　４０６は、ＣＳＧローミングインジケータを取得して、滞在先ネットワー
クで自律的ＣＳＧローミングを使用することがＵＥ　４０２に許されていることをＣＳＧ
ローミングインジケータが示す場合に、ＶＰＬＭＮに関するＵＥ　４０２の付加的なＣＳ
Ｇ申し込み情報についてＣＳＳ　４１８に問い合わせる。この例では、ＣＳＳ　４１８は
ＶＰＬＭＮ内でＵＥ　４０２がアクセスすることのできるＣＳＧｓのＣＳＧ申し込み情報
（例えば１種類以上のリスト）を（既に説明したようにＣＳＧ管理サーバ４１６から）取
得して、その情報をＭＭＥ　４０６に供給する。さらに、ある例では、ＣＳＧ管理サーバ
４１６を介してＶＰＬＭＮの中の１個以上のＣＳＧｓにＵＥ　４０２を供給することもＣ
ＳＳ　４１８は考慮する。
【００６１】
　ＣＳＧローミングインジケータやオペレータＣＳＧのリストをＭＭＥ　４０６が一度取
得すると、ＭＭＥ　４０６はＵＥ　４０２がｅＮＢ　４０４にアクセスすることができる
のかどうかを判断する。例えば、ＶＰＬＭＮで自律的ＣＳＧローミングを使用することが
ＵＥ　４０２に許されていないことをＣＳＧローミングインジケータが示すと、ＭＭＥ　
４０６はＣＳＧ申し込み情報をＣＳＳ　４１８に要求することを控え、ＵＥ　４０２によ
るｅＮＢ　４０４へのアクセスを拒否する。別の例では、ＶＰＬＭＮで自律的ＣＳＧロー
ミングを使用することがＵＥ　４０２に許されていることをＣＳＧローミングインジケー
タが示しているにも拘らず要求したＣＳＧ申し込み情報にはｅＮＢ　４０４に関連したＣ
ＳＧが含まれていない場合には、ＭＭＥ　４０６はＵＥ　４０２によるｅＮＢ　４０４へ
のアクセスを拒否する。例えば、ＣＳＧ申し込み情報にＣＳＧが含まれている場合には、
ＭＭＥ　４０６は、ｅＮＢ　４０４へのアクセスをＵＥ　４０２に許可する。例えばＭＭ
Ｅ　４０６は、ＣＳＧ申し込み情報の中の情報やその他のパラメータに基づいてｅＮＢ　
４０４への特定レベルのアクセスをＵＥ　４０２に許可することを理解されたい。
【００６２】
　さらに、既に説明したように、ＵＥ　４０２はＶＰＬＭＮｓの中のアクセスＣＳＧｓに
関する１個以上のインジケータを構成、ハードコーディング、ＨＰＬＭＮの１個以上のノ
ード、その他から取得する。１個以上のインジケータは、任意のＶＰＬＭＮｓの中のＣＳ
Ｇｓ、特定のＶＰＬＭＮｓの中のＣＳＧｓ、その他にアクセスすることがＵＥ　４０２に
許されているのかどうかをこれまでに説明したように明示する。それに応じてＵＥ　４０
２は、ｅＮＢ　４０４へのアクセスを試みる前に１個以上のインジケータを用いてＣＳＧ
ｓ一般やＶＰＬＭＮの中のＣＳＧｓへのアクセスが許されているのかどうかを最初に決定
する。別の例では、既に説明したように１個以上のインジケータに少なくとも部分的に基
づいてＵＥ　４０２はＣＳＧｓを手動選択リストに表示することを決める。
【００６３】
　図５を参照する。滞在先ネットワークのＵＥのためにＣＳＧ申し込み情報を要求するこ
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とを決定することを含むＴＡＵ手続きを実行する典型的な無線通信システム５００が図示
されている。システム５００はＵＥ　５０２、ｅＮＢ　５０４（例えば、Ｈ（ｅ）ＮＢ）
、基地局制御装置（ＢＳＣ：base station controller）（や無線ネットワークコントロ
ーラ（ＲＮＣ：radio network controller））５０６、ＭＭＥ　５０８、旧ＭＭＥ　５１
０（どちらもＳＧＳＮのようなものである）、ＳＧＷ　５１２、ＰＧＷ　５１４、ポリシ
ー課金規則の機能（policy charging and rules function）５１６、ＨＳＳ　５１８、Ｃ
ＳＳ　５１８を具備している。ＨＳＳ　５１８はＵＥ　５０２のＨＰＬＭＮの中にあり、
残りのノードは例えばＶＰＬＭＮの一部であることを理解されたい。メッセージ５２２は
、ＬＴＥまたは類似のＥ－ＵＴＲＡネットワークでＴＡＵ手続きを実行することとの関連
で示されているが、このメッセージには次の諸事項、すなわち、ＵＥ　５０２でＴＡＵ手
続きを開始させるきっかけ、ＵＥ　５０２とｅＮＢ　５０４との間におけるＴＡＵ要求、
ｅＮＢ　５０４からＭＭＥ　５０８に転送されるＴＡＵ要求、コンテキストの要求と応答
、ＭＭＥ　５０８とＨＳＳ　５１８との間におけるＵＥ　５０２の省略可能な認証と機密
保護、コンテキストの承認、ＳＧＷ　５１２への修正ベアラ要求、ＳＧＷ　５１２からＰ
ＧＷ　５１４への対応する修正ベアラ要求、ポリシーおよび課金の実行機能（ＰＣＥＦ：
policy and charging enforcement function）始動インターネットプロトコル接続性アク
セスネットワーク（ＩＰ－ＣＡＮ：internet protocol connectivity access network）
セッション修正、対応する修正ベアラ応答、先に説明したようにＭＭＥ　５０８からＨＳ
Ｓ　５１８への更新位置要求、旧ＭＭＥ　５１０とＨＳＳ　５１６との間のキャンセル位
置および対応する承認、ＢＳＣ　５０４のｌｕ解放コマンドおよびｌｕ解放完了が含まれ
ている。
【００６４】
　ＨＳＳ　５１８は、ＵＥ　５０２に関する申し込み情報を含む更新位置承認５２４をＭ
ＭＥ　５０８に送信する。その上に、既に説明してあるように、更新位置承認にはＭＭＥ
　５０８のＶＰＬＭＮで自律的ＣＳＧローミングを使用することがＵＥ　５０２に許され
ているかどうかを明示するＣＳＧローミングインジケータも含まれている。この例では、
ＣＳＧローミングインジケータはＶＰＬＭＮで自律的ＣＳＧローミングを使用することが
ＵＥ　５０２に許されていることを明示するので、ＭＭＥ　５０８は更新ＣＳＧ位置要求
５２６をＣＳＳ５２０に送信して、ＵＥ　５０２に関連しているオペレータＣＳＧまたは
許可ＣＳＧに関する１種類以上のリストのようなＣＳＧ申し込み情報をそこから取得する
。ＣＳＳ　５２０は、１種類以上の前記のようなリストまたはＵＥ　５０２がＶＰＬＭＮ
内で通信をできるようにするＣＳＧｓに関する他の情報を含む更新ＣＳＧ位置承認５２８
をＭＭＥ　５０８に返信する。ＭＭＥ　５０８からのＴＡＵの受諾およびＵＥ　５０２か
らの省略可能なＴＡＵの完了を含めて付加的なＴＡＵ手続きメッセージ５３０が示されて
いる。
【００６５】
　図６～図８を参照する。滞在先ネットワークで機器のためにＣＳＧアクセスを制御する
ことに関連している典型的な方法が例示されている。説明を容易化するために一連の動作
として方法を提示しながら説明するが、１種類以上の態様ではここに提示しながら説明す
る場合とは別の順序で生じる動作もあれば別の動作と一緒に生じる動作もあるので、方法
は動作の順序により限定されないことを理解し認識されたい。あるいは、例えば、状態図
に示されているように相互に関連し合っている一連の状態やイベントとして方法を表すこ
とができることを理解されたい。さらに、１種類以上の態様にしたがってある方法を実行
する際には例示した動作が全て必要な訳でもない。
【００６６】
　図６を参照する。滞在先ネットワークでＣＳＧｓにアクセスすることが機器に許されて
いるかどうかを容易に示す典型的な方法６００が示されている。６０２では、滞在先ネッ
トワークに機器を登録することに関する指標を滞在先ネットワークから受信する。例えば
、滞在先ネットワークのＨ（ｅ）ＮＢへのアクセスを機器が要求する。この指標は、滞在
先ネットワークのＭＭＥまたは類似ノードにより送信される更新位置要求の一部であって
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も構わない。６０４では、滞在先ネットワークで自律的ＣＳＧローミングを使用すること
が機器に許されているかどうかを明示するＣＳＧローミングインジケータと一緒に１個以
上のパラメータが指標に応じて送信される。例えば、１個以上のパラメータが機器や関連
ユーザの申し込み情報に関連している。例えばある例では既に説明したようにオペレータ
のポリシー、ローミング契約、申し込みクラス、課金モデル、その他に基づいてネットワ
ークオペレータによりＣＳＧローミングの指標が初期化される。さらに、ＣＳＧローミン
グインジケータは滞在先ネットワークに固有であり、滞在先ネットワークに一般に適用さ
れる。さらに、例えば、パラメータやＣＳＧローミングインジケータは更新位置要求肯定
応答の中で送信される。
【００６７】
　図７に移る。ＣＳＧローミングインジケータに基づいて機器のためにＣＳＧ申し込み情
報を要求するかどうかを容易に決定する典型的な方法７００が示されている。７０２で、
滞在先ネットワークで自律的ＣＳＧローミングを利用することが機器に許されているのか
どうかを明示するＣＳＧローミングインジケータと一緒に機器のための申し込み情報が受
信される。既に説明したように、滞在先ネットワークに機器を登録するために送信した更
新位置要求に応じて受信される更新位置要求肯定応答メッセージで申し込み情報やＣＳＧ
ローミングインジケータが受信される。その上にこれは、例えば、機器が開始する接続要
求、登録要求、ＴＡＵ、ＬＡＵ、ＲＡＵ、その他の一部であっても構わない。７０４では
、機器のためのＣＳＧ申し込み情報を要求するかどうかをＣＳＧローミングインジケータ
に少なくとも部分的に基づいて決定する。したがって、例えば、滞在先ネットワークで自
律的ＣＳＧローミングを使用することが機器に許されていることをＣＳＧローミングイン
ジケータが明示する場合には、ＣＳＧ申し込み情報が機器のために（例えば、ＣＳＳ、Ｈ
ＳＳ、その他から）要求される。
【００６８】
　図８を参照する。ＣＳＧｓのリストを表示する典型的な方法８００が示されている。８
０２では、１個以上のＣＳＧセルからシグナルが検出される。既に説明したように、シグ
ナルを送信する１個以上のアクセスポイントからＣＳＧセルが供給される。８０４では、
１種類以上の滞在先ネットワークでＣＳＧｓへのアクセスが許されているのかどうかを示
す１個以上のインジケータが受信される。既に説明したように１個以上のインジケータは
、滞在先ネットワーク一般でＣＳＧｓへのアクセスが許されているのかどうか、特定の滞
在先ネットワークでＣＳＧｓへのアクセスが許されているのかどうか、その他に関連して
いる。８０６では、１個以上のＣＳＧセルに関連している１個以上のＣＳＧｓの識別子を
表示するかどうかが１個以上のインジケータに少なくとも部分的に基づいて決まる。例え
ば、滞在先ネットワーク一般でＣＳＧｓにアクセスすることが許されていないことを１個
以上のインジケータが明示する場合には、８０２で検出された（例えば、許可されている
リストにはない）ＣＳＧｓはリストに表示されない。滞在先ネットワークでＣＳＧｓにア
クセスすることが許されていることをインジケータが示し、１個以上のＣＳＧｓに関連し
ている滞在先ネットワークでＣＳＧｓにアクセスすることが許されていないことを示すイ
ンジケータがない場合には、ＣＳＧの識別子がリストに表示される。例えば、リストは手
動選択用である。さらにある例では、セルの識別子、関連アクセスポイント、その他の識
別子が（ＣＳＧ識別子の代わりにまたはそれに加えて）インジケータに基づいて表示され
る。
【００６９】
　既に説明したようにＣＳＧｓにアクセスしたりＣＳＧｓをリストに表示したりすること
を許すかどうかを１個以上のインジケータに基づいて決定することやＣＳＧローミングイ
ンジケータを初期化することなどに関する推論がここに述べた１種類以上の態様にしたが
って行われることを認識されたい。ここで用いている用語「推論する（infer）」や「推
論（inference）」は、イベントやデータを観察して得られる結果を基にしたシステムや
環境やユーザに関する推理の過程または推測の状態を一般に言う。例えば、特定のコンテ
キストや動作の識別や様々な状態に関する確率分布の生成が推論により可能である。推論
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は、関心のある状態に関する確率分布をデータとイベントに基づいて演算することであり
、確率的である。推論は、一組のイベントやデータからより高いレベルのイベントを作成
する技術にも関連している。このようなものである推論は、種々のイベントが時間的近接
性の点で相互に密接に関係していようといまいと、イベントやデータの発生源が一つ以上
であろうとあるまいと観察したイベント一式や格納されているイベントデータ一式から新
しいイベントや動作を構成することに帰着する。
【００７０】
　図９は、ＣＳＧｓに関する一種類以上のリストを容易に管理する移動装置９００の例で
ある。移動装置９００は、例えば、（図示していない）受信アンテナからシグナルを受信
し、受信したシグナルに典型的な動作（例えば、フィルタリング、増幅、逓減、その他）
を実行し、調整したシグナルをデジタル化してサンプルを取得する受信機９０２を具備し
ている。受信機９０２は、受信したシンボルを復調して、復調したシンボルをチャネル推
定のためにプロセッサ９０６に供給する復調器９０４を具備している。プロセッサ９０６
は、受信機９０２が受信した情報を解析したり、送信機９０８が送信する情報を生成した
りするための専用のプロセッサでも良いし、移動装置９００の１個以上のコンポーネント
を制御するプロセッサでも良いし、受信機９０２が受信した情報の解析と送信機９０８が
送信する情報の生成の両者を行うとともに移動装置９００の１個以上のコンポーネントを
制御するプロセッサでも良い。
【００７１】
　移動装置９００は、プロセッサ９０６に操作的に接続されていて、送信するデータ、受
信したデータ、利用可能なチャネルに関する情報、解析したシグナルや干渉強度に関連付
けられているデータ、割り当てられているチャネルに関する情報、電力、レート、その他
、ならびにチャネルの推定やチャネルによる通信のための他の適切な情報を格納すること
のできるメモリ９１０をさらに具備している。メモリ９１０は、（例えば、性能や容量な
どを基にした）チャネルの推定や使用に関連しているプロトコルやアルゴリズムをさらに
格納することができる。
【００７２】
　ここに記載したデータストア（例えば、メモリ９００）は揮発性メモリまたは不揮発性
メモリのどちらでも良く、揮発性および不揮発性のどちらのメモリもデータストアに含ま
れる。限定ではなく実例として不揮発性メモリには、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）、プ
ログラム可能なＲＯＭ（ＰＲＯＭ）、電気的にプログラム可能なＲＯＭ（ＥＰＲＯＭ）、
電気的に消去可能なＰＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ）、フラッシュメモリが含まれる。揮発性メ
モリには、外部のキャッシュメモリとして機能するランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）が
含まれる。限定ではなく実例としてＲＡＭは、同期ラム（ＳＲＡＭ：synchronous RAM）
、ダイナミックラム（ＤＲＡＭ：dynamic RAM）、同期ＤＲＡＭ（ＳＤＲＡＭ）、データ
転送速度が２倍のＳＤＲＡＭ（ＤＤＲ　ＳＤＲＡＭ：double data rate SDRAM）、強化Ｓ
ＤＲＡＭ（ＥＳＤＲＡＭ：enhanced SDRAM）、同期リンクＤＲＡＭ（ＳＬＤＲＡＭ：Sync
hlink DRAM）、ダイレクトラムバスＲＡＭ（ＤＲＲＡＭ（登録商標）：direct Rambus RA
M）のように様々な形態で入手可能である。ここに開示しているシステムや方法のメモリ
９１０にはこれらやその他の適切な種類のメモリが含まれることが意図されているが、こ
れらに限定される訳ではない。
【００７３】
　プロセッサ９０６は、１種類以上のリストの説明をしたＣＳＧリストコンポーネント１
１６、ＣＳＧリストコンポーネント２１４、１個以上の関連コンポーネントの説明をした
ＣＳＧリストコンポーネント３１２のいずれかに類似しているＣＳＧリストコンポーネン
ト９１２に必要に応じて操作的にさらに接続されている。さらにプロセッサ９０６は、表
示コンポーネント３１４に類似している表示コンポーネント９１６およびアクセス要求コ
ンポーネント２１２の両者または一方に類似しているアクセス要求コンポーネント９１４
に必要に応じて操作的に接続されている。移動装置９００は、送信機９０８が例えば基地
局や別の移動装置、その他に送信するシグナルを変調する変調器９１８をさらに具備して
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いる。プロセッサ９０６とは別個であるものとして図示されているが、ＣＳＧリストコン
ポーネント９１２、アクセス要求コンポーネント９１４、表示コンポーネント９１６、復
調器９０４、変調器９１８は、それぞれがまたはいずれかがプロセッサ９０６または（図
示していない）複数台のプロセッサの一部でありうることを理解されたい。別の例ではＣ
ＳＧリストコンポーネント９１２、アクセス要求コンポーネント９１４、表示コンポーネ
ント９１６は、それぞれがまたはいずれかがメモリ９１０に格納されていたり、メモリ９
１０に格納されている命令にしたがって（プロセッサ９０６により）実行されたりするコ
ンポーネントである。
【００７４】
　図１０を参照する。ネットワークノード１０６や１０８、モビリティマネージャ２０６
、ＨＳＳまたはＨＬＲｓ　２０８、４１４、４２２、５１８、ＣＳＳｓ　２１０、４１８
、５２０、ＨＰＬＭＮネットワークノード３１０、ＭＭＥｓ　４０６、５０８、５１０、
ＳＧＷｓ　４０８、５１２、ＰＧＷｓ　４１０、５１４、ＰＤＮ４１２のノード、ＣＳＧ
管理サーバ４１６、ＣＳＧリストサーバ４２０、その他（例えば、図１～５）はある態様
ではいずれもコンピュータ装置１０００で表すことができる。コンピュータ装置１０００
は、ここに記載した一種類上のコンポーネントや機能に関連付けられている処理機能を果
たすプロセッサ１００２を具備している。プロセッサ１２００には一組または複数組みの
プロセッサやマルチコアプロセッサが含まれる。さらに、プロセッサ１２００を一体型の
処理システムや分散型の処理システムのいずれとしても実現することができる。
【００７５】
　コンピュータ装置１０００は、プロセッサ１００２が実行するアプリケーションのロー
カル版を格納するためなどにメモリ１００４をさらに具備している。メモリ１００４には
、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、リードオンリーメモリ（ＲＯＭ）、テープ、磁気
ディスク、光ディスク、揮発性メモリ、不揮発性メモリ、これらの任意の組み合わせのよ
うにコンピュータが使用できる限り実質的にどんな種類のメモリでも含まれる。コンピュ
ータ装置１０００には、メモリに格納することができたり、（例えば、メモリ１００４に
格納されている命令に基づいて）プロセッサ１００２が実行したり、１台以上のプロセッ
サ１００２の中で実現されたりする１台以上のコンポーネント１００６～１０２８も含ま
れている。
【００７６】
　さらに、コンピュータ装置１０００は、ここに記載したハードウェア、ソフトウェア、
サービスを利用して一人以上の関係者との通信を確立したり維持したりする通信コンポー
ネント１００６を具備している。通信コンポーネント１００６は、コンピュータ装置１０
００のコンポーネント相互間の通信を行ったり、通信ネットワーク内に散在している諸々
の装置やコンピュータ装置１０００に直列にまたは局所的に接続されている装置のような
外部装置とコンピュータ装置１０００との間の通信を行ったりする。例えば、通信コンポ
ーネント１００６は、１本以上のバスを有しているだけでなく、外部装置とインターフェ
ースで接続されて作動する送信機や受信機にそれぞれ関連付けられている送信系コンポー
ネントや受信系コンポーネントをさらに有している。
【００７７】
　その上に、コンピュータ装置１０００は、ここに説明した諸態様との関連で用いられる
情報、データベース、プログラムの大容量記憶をハードウェアおよびソフトウェアの両者
または一方の適切な組み合わせで提供するデータストア１００８をさらに具備している。
例えば、データストア１００８はプロセッサ１００２が現在実行していないアプリケーシ
ョンのためのデータ貯蔵所である。
【００７８】
　コンピュータ装置１０００は、コンピュータ装置１０００のユーザからの入力を受けた
り、ユーザに提示する出力を生成したりするために作動するインターフェースコンポーネ
ント１０１０を必要に応じて具備している。インターフェースコンポーネント１０１０は
入力装置を１台以上具備している。ところで、キーボード、数字キーパッド、マウス、タ
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ッチセンシティブディスプレイ（touch-sensitive display）、ナビゲーションキー（nav
igation key）、ファンクションキー（function key）、マイクロフォン、音声認識コン
ポーネント、ユーザからの入力を受けることのできるその他の任意の機構、これらの任意
の組み合わせが入力装置に含まれるが、入力装置はこれらに限定される訳ではない。さら
に、インターフェースコンポーネント１０１０は出力装置を１台以上具備している。ディ
スプレイ、スピーカ、触覚式フィードバック機構（haptic feedback mechanism）、プリ
ンタ、ユーザに出力を提示することのできるその他の任意の機構、これらの任意の組合せ
が出力装置に含まれるが、出力装置はこれらに限定される訳ではない。別の例ではインタ
ーフェースコンポーネント１０１０は、１台以上の装置がアクセスしてコンピュータ装置
１０００で機能を実行するアプリケーションプログラミングインターフェース（ＡＰＩ：
application programming interface）である。
【００７９】
　その上に、ここに示している例ではコンピュータ装置１０００は機器登録コンポーネン
ト２１６に類似している機器登録コンポーネント１０１２を１台以上と、ＣＳＧローミン
グ決定コンポーネント２１８に類似しているＣＳＧローミング決定コンポーネント１０１
４と、申し込み要求コンポーネント２２０に類似している申し込み要求コンポーネント１
０１６と、ＣＳＧアクセス制御コンポーネント２２２に類似しているＣＳＧアクセス制御
コンポーネント１０１８と、滞在先ネットワーク登録コンポーネント２２４に類似してい
る滞在先ネットワーク登録コンポーネント１０２０と、ＣＳＧローミング指示コンポーネ
ント２２６に類似しているＣＳＧローミング指示コンポーネント１０２２と、申し込み提
供コンポーネント２２８に類似している申し込み提供コンポーネント１０２４と、申し込
み情報更新コンポーネント２３０に類似している申し込み情報更新コンポーネント１０２
６と、ＶＰＬＭＮアクセス指示コンポーネント３２２に類似しているＶＰＬＭＮアクセス
指示コンポーネント１０２８との全てまたはいずれかを必要に応じて具備している。した
がって、これらのコンポーネント１０１２、１０１４、１０１６、１０１８、１０２０、
１０２２、１０２４、１０２６、１０２８は、それぞれがまたはいずれかが既に説明した
ようにプロセッサ１００２を用いてそれぞれに関係付けられている命令を実行したり、メ
モリ１００４を用いてそれぞれに関係付けられている情報を格納したり、通信コンポーネ
ント１００６を用いて通信をしたりなどする。さらにコンピュータ装置１０００は、ここ
に記載した付加的または代替的なコンポーネントを具備していることを認識されたい。
【００８０】
　図１１を参照する。滞在先ネットワークでＣＳＧｓにアクセスすることが機器に許され
ているかどうかを明示するシステム１１００が示されている。例えば、システム１１００
はＨＳＳ／ＨＬＲ、その他の中に少なくとも部分的に存在している。システム１１００は
、プロセッサ、ソフトウェア、これらの組み合わせ（例えば、ファームウェア）により実
行される機能を表す機能ブロックである機能ブロックを具備しているものとして示されて
いることを認識されたい。システム１１００は、共同して作動する諸電気コンポーネント
の論理グループ１１０２を具備している。例えば、論理グループ１１０２は、滞在先ネッ
トワークに機器を登録することに関する表示を滞在先ネットワークから受信する電気コン
ポーネント１１０４を具備している。説明したようにこれには滞在先ネットワークのＭＭ
Ｅから更新位置要求を受信することが含まれる。
【００８１】
　さらに論理グループ１１０２は、滞在先ネットワークで自律的ＣＳＧローミングを用い
ることを装置が許されているのかどうかを示すＣＳＧローミングインジケータと一緒にパ
ラメータを一個以上指標に応じて送信する電気コンポーネント１１０６を具備している。
例えばＣＳＧローミングインジケータは、説明したようにネットワークオペレータにより
初期化されるが、一種類以上の滞在先ネットワークに特有であるか任意の滞在先ネットワ
ークに広く通じるかのどちらかまたは両者である。例えば、ＣＳＧローミングインジケー
タは、既に説明したようにＣＳＧ申し込み情報を装置のために要求するかどうかを決定す
ることを考慮している。例えば、電気コンポーネント１１０４は先に説明したように滞在
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先ネットワーク登録コンポーネント２２４を具備している。その上に例えばある態様では
、電気コンポーネント１１０６は先に説明したようにＣＳＧローミング指示コンポーネン
ト２２６を具備している。さらにシステム１１００は、電気コンポーネント１１０４およ
び１１０６に関連付けられている諸機能を実行する諸命令を保持するメモリ１１０８を具
備している。一台以上の電気コンポーネント１１０４や１１０６は図面にはメモリ１１０
８の外部に示されているがメモリ１１０８の中に存在していても構わない。
【００８２】
　ある例では、電気コンポーネント１１０４および１１０６は少なくとも１台のプロセッ
サを具備しているか、電気コンポーネント１１０４および１１０６はそれぞれが少なくと
も１台のプロセッサの対応するモジュールであるかのいずれかである。さらに、電気コン
ポーネント１１０４および１１０６がいずれも対応するコードである付加的または代替的
な例では電気コンポーネント１１０４および１１０６はコンピュータ可読媒体を含むコン
ピュータプログラム製品である。
【００８３】
　図１２を参照する。機器のためにＣＳＧ申し込み情報を要求するかどうかを決めるシス
テム１２００が例示されている。例えば、システム１２００はＭＭＥ、その他の中に少な
くとも部分的に存在していても構わない。システム１２００は、プロセッサ、ソフトウェ
ア、これらの組み合わせ（例えば、ファームウェア）により実行される機能を表す機能ブ
ロックである機能ブロックを具備しているものとして示されていることを認識されたい。
システム１２００は、共同して作動する諸電気コンポーネントの論理グループ１２０２を
具備している。例えば、論理グループ１２０２は、滞在先ネットワークで自律的ＣＳＧロ
ーミングを用いることを機器が許されているのかどうかを明示するＣＳＧローミングイン
ジケータと一緒に申し込み情報を機器のために受信する電気コンポーネント１２０４を具
備している。説明したようにこれには、更新位置要求確認応答または類似のメッセージ内
で機器に関するＣＳＧローミングインジケータや申し込み情報を受信することが含まれる
。
【００８４】
　さらに論理グループ１２０２は、ＣＳＧローミングインジケータに少なくとも部分的に
基づいてＣＳＧ申し込み情報を装置のために要求するのかどうかを決める電気コンポーネ
ント１２０６を具備している。説明したように例えば滞在先ネットワークで装置はＣＳＧ
ｓにアクセスすることができることをＣＳＧローミングインジケータが明示すると、装置
に関するＣＳＧ申し込み情報がＣＳＳまたは類似のノードから要求される。例えば、電気
コンポーネント１２０４は先に説明したように滞在先ネットワーク登録コンポーネント２
１６を具備している。その上に例えばある態様では、電気コンポーネント１２０６は先に
説明したようにＣＳＧローミング指示コンポーネント２１８を具備している。さらにシス
テム１２００は、電気コンポーネント１２０４および１２０６に関連付けられている諸機
能を実行する諸命令を保持するメモリ１２０８を具備している。一台以上の電気コンポー
ネント１２０４や１２０６は図面にはメモリ１２０８の外部に示されているがメモリ１２
０８の中に存在していても構わない。
【００８５】
　ある例では、電気コンポーネント１２０４および１２０６は少なくとも１台のプロセッ
サを具備しているか、電気コンポーネント１２０４および１２０６はそれぞれが少なくと
も１台のプロセッサの対応するモジュールであるかのいずれかである。さらに、電気コン
ポーネント１２０４および１２０６がいずれも対応するコードである付加的または代替的
な例では電気コンポーネント１２０４および１２０６はコンピュータ可読媒体を含むコン
ピュータプログラム製品である。
【００８６】
　図１３を参照する。利用可能なＣＳＧｓのリストを表示するシステム１３００が例示さ
れている。例えば、システム１３００は移動装置などに少なくとも部分的に存在している
。システム１３００は、プロセッサ、ソフトウェア、これらの組み合わせ（例えば、ファ
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ームウェア）により実行される機能を表す機能ブロックである機能ブロックを具備してい
るものとして示されていることを認識されたい。システム１３００は、共同して作動する
諸電気コンポーネントの論理グループ１３０２を具備している。例えば、論理グループ１
３０２は、一個以上のＣＳＧセルからシグナルを検出する電気コンポーネント１３０４を
具備している。さらに論理グループ１３０２は、１種類以上の滞在先ネットワークでＣＳ
Ｇｓへのアクセスが許されているかどうかを明示するインジケータを１個以上受信する電
気コンポーネント１３０６を具備している。例えば１個以上のインジケータは、滞在先ネ
ットワーク一般や１種類以上の特定の滞在先ネットワークなどでＣＳＧｓにアクセス可能
であるのかどうかに関連している。さらに、ハードコーディング（hardcoding）、構成（
configuration）、ホームネットワークの１個以上のノード、その他から１種類以上のイ
ンジケータが電気コンポーネント１３０６により受信される。
【００８７】
　論理グループ１３０２は、１個以上のＣＳＧセルに関連している１個以上のＣＳＧｓの
識別子を表示するかどうかを１個以上のインジケータに少なくとも部分的に基づいて決め
る電気コンポーネント１３０８をさらに具備している。既に述べたようにこれには例えば
無線ネットワーク一般のＣＳＧｓに関してアクセスが許されているのかどうかや１個以上
のＣＳＧセルに関連した特定の滞在先ネットワークのＣＳＧｓに関してアクセスが許され
ているのかどうかを決定することが含まれる。例えばある態様では先に説明したように電
気コンポーネント１３０４は隣接アクセスポイント検出コンポーネント３１６を具備して
いる。さらに例えばある態様では先に説明したように電気コンポーネント１３０６はＶＰ
ＬＭＮインジケータ取得コンポーネント３１８を具備している。さらに電気コンポーネン
ト１３０８はリスト生成コンポーネント３２０を具備している。さらにシステム１３００
は、電気コンポーネント１３０４、１３０６、１３０８に関連付けられている諸機能を実
行する諸命令を保持するメモリ１３１０を具備している。一台以上の電気コンポーネント
１３０４、１３０６、１３０８は図面にはメモリ１３１０の外部に示されているがメモリ
１３１０の中に存在していても構わない。
【００８８】
　ある例では電気コンポーネント１３０４、１３０６、１３０８は少なくとも一台のプロ
セッサを具備しているか、電気コンポーネント１３０４、１３０６、１３０８はそれぞれ
が少なくとも一台のプロセッサの対応するモジュールであるかのいずれかである。さらに
個々の電気コンポーネント１３０４、１３０６、１３０８が対応するコードである付加的
または代替的な例では電気コンポーネント１３０４、１３０６、１３０８はコンピュータ
可読媒体を含むコンピュータプログラム製品である。
【００８９】
　図１４を参照する。ここに提示した様々な態様にしたがっている無線通信システム１４
００が例示されている。システム１４００は、アンテナ群を多数備えている基地局１４０
２を具備している。例えば、あるアンテナ群はアンテナ１４０４および１４０６を有して
いて、別のアンテナ群はアンテナ１４０８および１４１０を、付加的な群はアンテナ１４
１２および１４１４をそれぞれ有している。アンテナ群毎に２本のアンテナが示されてい
るが、もっと多いかもっと少ないかのどちらかの本数のアンテナを個々の群に用いても構
わない。基地局１４０２は、送信機系列および受信機系列をさらに備えていても構わない
。いずれの系列も信号の送受信に関連している複数個のコンポーネント（例えば、プロセ
ッサ、変調器、多重化装置（multiplexers）、復調器、多重分離化装置（demultiplexers
）、アンテナ、その他）で構成されている。
【００９０】
　基地局１４０２は、移動装置１４１６や移動装置１４２２のような一台以上の移動装置
と通信をする。基地局１４０２は、移動装置１４１６や１４２２に類似している実質的に
任意の数の移動装置と通信をすることができることを認識されたい。移動装置１４１６お
よび１４２２は、例えば、小型携帯移動電話機、スマートフォン、ラップトップ、手持ち
式通信装置、手持ち式計算装置、サテライトラジオ（satellite radios）、全世界測位シ
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ステム（global positioning systems）、ＰＤＡｓ、無線通信システム１４００による通
信に適しているその他の任意の装置である。図示されているように、移動装置１４１６が
アンテナ１４１２および１４１４と通信をしている。アンテナ１４１２および１４１４は
順方向リンク１４１８により移動装置１４１６に情報を送信し、逆方向リンク１４２０に
より移動装置１４１６から情報を受信する。さらに、移動装置１４２２がアンテナ１４０
４および１４０６と通信をしている。アンテナ１４０４および１４０６は順方向リンク１
４２４により移動装置１４２２に情報を送信し、逆方向リンク１４２６により移動装置１
４２２から情報を受信する。周波数分割複信（ＦＤＤ：frequency division duplex）シ
ステムでは、例えば、順方向リンク１４１８は逆方向リンク１４２０が使用する周波数帯
域とは異なる周波数帯を使用し、順方向リンク１４２４は逆方向リンク１４２６が使用す
る周波数帯域とは異なる周波数帯を使用する。さらに、時分割複信（ＴＤＤ：time divis
ion duplex）システムでは、順方向リンク１４１８と逆方向リンク１４２０は共通の周波
数帯を使用し、順方向リンク１４２４と逆方向リンク１４２６は共通の周波数帯を使用す
る。
【００９１】
　個々のアンテナ群および個々のアンテナ群が通信に指定される領域の両者または一方は
基地局１４０２のセクタと呼ばれる。例えばどのアンテナ群も、基地局１４０２がカバー
している領域のセクタ内の移動装置と通信をするように設計されている。順方向リンク１
４１８および１４２４による通信では基地局１４０２の送信アンテナはビームフォーミン
グを用いて移動装置１４１６および１４２２のそれぞれに向かう順方向リンク１４１８お
よび１４２４の信号対雑音比を改善する。また、基地局１４０２が関連有効範囲のあちこ
ちに任意に点在している移動装置１４１６および１４２２にビームフォーミングを使用し
て送信をしている間は、基地局が一本のアンテナで全ての移動装置に送信をしている場合
に比べて隣接セル内の移動装置は干渉にさらされ難い。さらに、ピアツーピアやその場凌
ぎの技術を使用すれば移動装置１４１６および１４２２はお互いに直に通信をすることが
できる。ある例では、システム１４００はマルチ入力マルチ出力（ＭＩＭＯ：multiple-i
nput multiple-output）通信システムである。
【００９２】
　図１５は、典型的な無線通信システム１５００を示している。簡潔にするために、一台
の基地局１５１０と一台の移動装置１５５０が無線通信システム１５００として図示され
ている。しかし、システム１５００は一台よりも多い数の基地局や一台よりも多い数の移
動装置を含むことができることを理解されたい。追加される基地局や移動装置は、以下に
説明する基地局１５１０や移動局１５５０の典型例と実質的に類似していても実質的に異
なっていても構わない。さらに基地局１５１０および移動装置１５５０は両者または一方
が、ここに述べたシステム（図１～５および図１１～１４）、移動装置（図９）、コンピ
ュータ装置（図１０）、方法（図６～８）のいずれかまたは全てを使用して両者間で無線
通信をすることを理解されたい。 例えば、ここに述べたシステムや方法のコンポーネン
トまたは機能は以下に述べるメモリ１５３２や１５７２またはプロセッサ１５３０や１５
７０の一部であり、プロセッサ１５３０や１５７０により実行されて開示した諸機能を果
たす。
【００９３】
　基地局１５１０では、幾つかのデータストリームに関するトラフィックデータがデータ
ソース１５１２から送信（ＴＸ）データプロセッサ１５１４に供給される。ある例では、
個々のデータストリームがそれぞれのアンテナにより送信される。ＴＸデータプロセッサ
１５１４は、トラフィックデータストリームのフォーマット化、符号化、インターリーブ
化を当該データストリームのために選択された特定の符号化方式に基づいて行って符号化
データを供給する。
【００９４】
　各データストリームの符号化データは直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ：orthogonal fre
quency division multiplexing）技術を用いてパイロットデータで多重化される。付加的
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にまたは代替的にパイロットシンボルには、周波数分割多重化（ＦＤＭ：frequency divi
sion multiplexed）、時分割多重化（ＴＤＭ：time division multiplexed）、符号分割
多重化（ＣＤＭ：code division multiplexed）のいずれかの処理が施される。パイロッ
トデータは典型的には既知のデータパターンであり、既知の方法で処理されて移動装置１
５５０でチャネル応答の推定に使用される。データストリーム毎に多重化されたパイロッ
トと符号化データは、当該データストリームのために選択された特定の変調方式（例えば
、２相位相シフトキーイング（ＢＰＳＫ：binary phase-shift keying）、４相位相シフ
トキーイング（QPSK：quadrature phase-shift keying）、Ｍ位相シフトキーイング（M-P
SK：M-phase-shift keying）、Ｍ直交振幅変調（M-QAM：M-quadrature amplitude modula
tion）、その他）に基づいて変調されて（例えば、シンボルマッピングされて）変調シン
ボルを供給する。データストリーム毎のデータ転送速度、符号化、変調は、プロセッサ１
５３０が実行したり供給したりする命令により決まる。
【００９５】
　データストリームのための変調シンボルがＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ１５２０に供給さ
れて、変調シンボルが（例えば、ＯＦＤＭ用に）さらに処理される。ＴＸ　ＭＩＭＯプロ
セッサ１５２０はＮＴ変調シンボルストリームをＮＴ送信機（ＴＭＴＲ）１５２２ａない
し１５２２ｔに供給する。様々な態様では、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ１５２０はビーム
フォーミング重みをデータストリームのシンボルやシンボルを送信するアンテナに適用す
る。
【００９６】
　各送信機１５２２は、それぞれのシンボルストリームの受信および処理をして１個以上
のアナログシグナルを供給し、アナログシグナルをさらに調整（例えば、増幅、フィルタ
リング、逓増）してＭＩＭＯチャネルによる送信に適した変調シグナルを供給する。さら
に、送信機１５２２ａ～１５２２ｔからのＮＴ変調済みシグナルはＮＴアンテナ１５２４
ａ～１５２４ｔからそれぞれ送信される。
【００９７】
　移動装置１５５０では送信された変調シグナルがＮＲアンテナ１５５２ａ～１５５２ｒ
により受信され、それぞれのアンテナ１５５２が受信したシグナルがそれぞれの受信機（
ＲＣＶＲ）１５５４ａ～１５５４ｒに供給される。個々の受信機１５５４は、それぞれの
シグナルを調整（例えば、フィルタリング、増幅、逓減）し、調整されたシグナルをデジ
タル化してサンプルを供給し、サンプルをさらに処理して対応する「受信」シンボルスト
リームを供給する。
【００９８】
　ＲＸデータプロセッサ１５６０は、ＮＲ受信機１５５４からのＮＲ受信シンボルストリ
ームを受信し、特定の受信機処理技術に基づいて処理し、ＮＴ「検出」シンボルストリー
ムを供給する。ＲＸデータプロセッサ１５６０は、検出された個々のシンボルストリーム
を復調し、デインターリーブし、復号化してデータストリーム毎にトラフィックデータを
回復する。ＲＸデータプロセッサ１５６０による処理は、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ１５
２０およびＴＸデータプロセッサ１５１４により基地局１５１０で実行される処理の補足
である。
【００９９】
　逆方向リンクメッセージは、通信リンクや受信信データストリームに関する様々な種類
の情報から成っている。逆方向リンクメッセージは、データソース１５３６から幾つかの
データストリームに関するトラフィックデータも受信するＴＸデータプロセッサ１５３８
により処理され、変調器１５８０により変調され、送信機１５５４ａ～１５５４ｒにより
調整され、基地局１５１０に返送される。
【０１００】
　基地局１５１０では移動装置１５５０からの変調されたシグナルがアンテナ１５２４に
より受信され、受信機１５２２により調整され、復調器１５４０により復調され、ＲＸデ
ータプロセッサ１５４２により処理されて移動装置１５５０が送信した逆方向リンクメッ
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セージが抽出される。さらにプロセッサ１５３０が、抽出されたメッセージを処理してビ
ームフォーミング重みを決定するためにどのプリコーディングマトリックスを用いるのか
を決定する。
【０１０１】
　プロセッサ１５３０および１５７０は、それぞれ基地局１５１０および移動装置１５５
０の操作を管理する。プロセッサ１５３０および１５７０は、プログラムコードやデータ
を格納しているメモリ１５３２および１５７２にそれぞれ関連付けられている。プロセッ
サ１５３０および１５７０は演算を実行して上りリンクおよび下りリンクの周波数および
インパルス応答推定をそれぞれ導き出す。
【０１０２】
　図１６は、ここに教示した事柄を実現することができて複数人のユーザをサポートする
ように構成されている無線通信システム１６００の例を示している。システム１６００は
、例えば、対応するアクセスノード（例えば、アクセスノード１６０４Ａ～１６０４Ｇ）
によりサービスを受けているマクロセル１６０２Ａ～１６０２Ｇのような多くのセル１６
０２に通信を提供する。図１６に示されているようにアクセス端末１６０６（例えば、ア
クセス端末１６０６Ａ～１６０６Ｌ）は時間と共に様々な位置に分散していく。個々のア
クセス端末１６０６は、例えば、アクセス端末１６０６が稼働しているかどうかやソフト
ハンドオフ中であるかどうかに基づいて順方向リンク（ＦＬ）や逆方向リンク（ＲＬ）で
１個以上のアクセスノード１６０４とある瞬間に通信をする。無線通信システム１６００
は広大な地域（a large geographic region）にサービスを提供する。
【０１０３】
　図１７は、ネットワーク環境で１個以上のフェムトノードが配置されている典型的な通
信システム１７００の例である。特にシステム１７００は、（例えば、在圏ユーザ１７３
０が一人以上の）比較的小規模のネットワーク環境に設置される複数のフェムトノード１
７１０Ａおよび１７１０Ｂ（例えば、フェムトセルノードまたはＨ（ｅ）ＮＢ）を有して
いる。個々のフェムトノード１７１０は、デジタル加入者線（ＤＳＬ：digital subscrib
er line）ルータ、ケーブルモデム、無線リンク、その他の（図示していない）接続手段
により広域ネットワーク１７４０（例えば、インターネット）やモバイルオペレータコア
ネットワーク１７５０に接続されている。以下に説明するように個々のフェムトノード１
７１０は、関係付けられているアクセス端末１７２０（例えば、アクセス端末１７２０Ａ
）にはサービスを提供し、関係付けられていない他のアクセス端末１７２０（例えば、ア
クセス端末１７２０Ｂ）には必要に応じてサービスを提供するように構成されている。言
い換えればフェムトノード１７１０へのアクセスは、一組の指定されている（例えば、ホ
ームの）フェムトノード１７１０によるサービスであれば受けることができるが、指定さ
れていないフェムトノード１７１０（例えば、隣のフェムトノード）によるサービスであ
ればどれでも受けることができないようにどのアクセス端末１７２０も制限されている。
【０１０４】
　図１８は、幾つかの広域有効範囲１８０４を含む幾つかのトラッキング領域１８０２（
またはルーティング領域または所在領域）が確定されている有効範囲図１８００を例示し
ている。トラッキング領域１８０２Ａ、１８０２Ｂ、１８０２Ｃに関連付けられている有
効範囲の領域は太い線で示されていて、広域有効範囲１８０４は六角形で示されている。
トラッキング領域１８０２にはフェムト域有効範囲１８０６もある。この例では、個々の
フェムト域有効範囲１８０６（例えば、フェムト域有効範囲１８０６Ｃ）は広域有効範囲
１８０４（例えば、広域有効範囲１８０４Ｂ）の中に表示されている。但し、フェムト域
有効範囲１８０６は広域有効範囲１８０４の中にまるまる位置しているわけではない。実
際には、多数のフェムト域有効範囲１８０６が所定のトラッキング領域１８０２や広域有
効範囲１８０４と共に確定されている。また、（図示されていない）ピコ域有効範囲が所
定のトラッキング領域１８０２や広域有効範囲１８０４の中に１個以上定められている。
【０１０５】
　再び図１７を参照する。フェムトノード１７１０の所有者は、モバイルオペレータコア



(30) JP 5859603 B2 2016.2.10

10

20

30

40

50

ネットワーク１７５０を通じて提案される、例えば、第三世代移動業務のような移動業務
（mobile service）を申し込むことができる。その上に、アクセス端末１７２０は大規模
環境と（例えば、住宅用の）小規模ネットワーク環境の両者で稼働する。したがって、例
えば、アクセス端末１７２０の現在の所在に応じて一式のフェムトノード１７１０（例え
ば、対応するユーザの住宅１７３０内にあるフェムトノード１７１０Ａおよび１７１０Ｂ
）のどれか一つまたはアクセスノード１７６０からアクセス端末１７２０はサービスを受
ける。例えば、加入者が外出している場合には標準的なマクロセルアクセスノード（例え
ば、ノード１７６０）からサービスを受け、在宅している場合にはフェムトノード（例え
ば、ノード１７１０Ａ）からサービスを受ける。ここで、フェムトノード１７１０は現存
しているアクセス端末と後方互換であることを理解されたい。
【０１０６】
　フェムトノード１７１０は、単一周波数のために配置することもできれば、複数の周波
数のために配置することもできる。複数の周波数の内の１種類以上の周波数または前記の
単一周波数は、特定の構成に応じて、マクロセルアクセスノード（例えば、ノード１７６
０）が使用する１種類以上の周波数と重複していても構わない。ある態様では、アクセス
端末１７２０は好ましいフェムトノード（例えば、アクセス端末１７２０のホームフェム
トノード）に可能な限り接続するように構成されている。例えばアクセス端末１７２０は
、ユーザの住宅１７３０の中にあるときはいつでもホームフェムトノード１７１０に接続
される。
【０１０７】
　幾つかの態様では、アクセス端末１７２０がモバイルオペレータコアネットワーク１７
５０内で稼働していても、（例えば、好ましいローミングリストに載っているような）最
も好ましいネットワークに在圏していない場合には、アクセス端末１７２０は利用可能な
システムを周期的にスキャンしてより良いシステムが現在利用できないかどうかを判断し
、その後、好ましいシステムに連携するように努めるより良いシステムの再選択（ＢＳＲ
：Better System Reselection）機能を用いて最も好ましいネットワーク（例えば、フェ
ムトノード１７１０）を探索し続ける。ある例ではアクセス端末１７２０は捕捉表項目（
例えば、好ましいローミングリスト）を用いて特定の帯域やチャネルに探索を限定する。
例えば、最も好ましいシステムの探索が周期的に繰り返される。フェムトノード１７１０
のような好ましいフェムトノードを発見するとアクセス端末１７２０はフェムトノード１
７１０を選択してその有効範囲の領域に在圏する。
【０１０８】
　フェムトノードが制限されている態様もある。例えば、所定のフェムトノードは特定の
アクセス端末に特定のサービスを提供するだけである。いわゆる限定的（または閉鎖的）
連合（association）の配備では所定のアクセス端末はマクロセルモバイルネットワーク
や定義されている一組のフェムトノード（例えば、対応するユーザの住宅１７３０に設け
られているフェムトノード１７１０）によりサービスを受ける。幾つかの実施ではフェム
トノードは、シグナリング、データアクセス、登録、ページング、サービスの少なくとも
一つを少なくとも一台のアクセス端末に提供しないように制限される。
【０１０９】
　幾つかの態様では、限定的フェムトノード（閉鎖的加入者群のＨ（ｅ）ＮＢとしても言
及される）は限定的に設けられている一組のアクセス端末にサービスを提供する。この組
は、必要に応じて一時的または永続的に拡張することができる。幾つかの態様では閉鎖的
加入者群（ＣＳＧ：Closed Subscriber Group）は、アクセス端末の共通アクセス制御リ
ストを共有する一組のアクセスノード（例えば、フェムトノード）として定義される。あ
る領域の全フェムトノード（または全ての限定的フェムトノード）が作動するチャネルを
フェムトチャネルと呼ぶことができる。
【０１１０】
　したがって、所定のフェムトノードと所定のアクセス端末との間には様々な関係が存在
している。例えば、アクセス端末の観点からすれば開放的なフェムトノードとは限定的な
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連合のないフェムトノードを指す。限定的なフェムトノードとは何らかの方法で（例えば
、加入や登録が）制限されているフェムトノードを言う。ホームフェムトノードとは、ア
クセスしたり稼働したりすることがアクセス端末に許されているフェムトノードを言う。
ゲストフェムトノードとは、アクセスしたり稼働したりすることがアクセス端末に一時的
に許されているフェムトノードを言う。圏外フェムトノードとは、緊急事態（例えば、９
１１の呼び出し）を除いてアクセスしたり稼働したりすることがアクセス端末には許され
ていないフェムトノードを言う。
【０１１１】
　限定的なフェムトノードの観点からはホームアクセス端末とは限定的なフェムトノード
にアクセスすることが許されているアクセス端末を言う。ゲストアクセス端末とは、限定
的なフェムトノードに一時的にアクセスすることが許されているアクセス端末を言う。圏
外アクセス端末とは、例えば、９１１の呼び出しのような緊急事態を除いて限定的なフェ
ムトノードにアクセスすることが許されていないアクセス端末（例えば、限定的なフェム
トノードに登録する資格または許可を有していないアクセス端末）を言う。
【０１１２】
　便宜上、フェムトノードとの関連でこれまでに様々な機能を説明した。しかし、ピコノ
ードもフェムトノードと同じであるか類似しているかのいずれかの機能をより広い有効範
囲で果たすことを理解されたい。例えば、ピコノードに制限を加えることもできるし、ホ
ームピコノードを所定のアクセス端末に限定することもできる。
【０１１３】
　無線マルチアクセス通信システム（wireless multiple-access communication system
）は複数台の無線アクセス端末のめたに通信を同時にサポートすることができる。上に述
べたように個々の端末は、順方向および逆方向の両リンクによる送信で一台以上の基地局
と通信をする。順方向リンク（または下りリンク）とは基地局から端末に向かう通信リン
クを言い、逆方向リンク（または上りリンク）とは端末から基地局に向かう通信リンクを
言う。この通信リンクは、シングルインシングルアウトシステム、ＭＩＭＯシステム、そ
の他のなんらかのシステムにより確立することができる。
【０１１４】
　ここに開示した諸態様との関連で記載した論理、論理ブロック、モジュール、コンポー
ネント、回路の様々な例は、ここに記載した機能を実行するように構成されている汎用プ
ロセッサ、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）
、書替え可能ゲートアレイ（ＦＰＧＡ）その他の書替え可能論理装置、個別ゲートまたは
トランジスタ論理回路、離散的ハードウェアコンポーネント、これらの任意な組合せで実
現したり実施したりすることができる。汎用プロセッサはマイクロプロセッサで構わない
が、その代わりとして汎用プロセッサは任意の通常のプロセッサ、コントローラ、マイク
ロプロセッサ、状態装置のいずれでも良い。プロセッサは計算装置の組合せとして実現し
ても良い。例えば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組み合わせ、複数台のプロセッサ、
コアにした一台のＤＳＰと組み合わせた一台以上のマイクロプロセッサ、その他の類似し
た構成で実現することができる。また少なくとも１個のプロセッサが、上に述べた工程や
動作を一種類以上実行するように作動する１個以上のモジュールから成っていても構わな
い。プロセッサが記憶媒体から情報を読み取ったり記憶媒体に情報を書き込んだりするこ
とができるように典型的な記憶媒体がプロセッサに連結されていても構わない。あるいは
、記憶媒体はプロセッサと一体でも構わない。プロセッサと記憶媒体がＡＳＩＣに内蔵さ
れていても良い。このＡＳＩＣが使用者の端末に内蔵されていても良い。あるいは、プロ
セッサと記憶媒体とが離散的コンポーネントとして使用者の端末に組み込まれていても良
い。
【０１１５】
　１種類以上の態様で述べた諸々の機能や方法やアルゴリズムはハードウェア、ソフトウ
ェア、ファームウェア、これらの任意の組み合わせとして実現することができる。ソフト
ウェアとして実現する場合には、諸機能は一つ以上の命令やコードとしてコンピュータ可
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読媒体に格納されるかコンピュータ可読媒体で転送されるかするが、コンピュータ可読媒
体はコンピュータプログラム製品に組み込まれる。コンピュータ可読媒体にはコンピュー
タ記憶媒体とコンピュータプログラムを一方から他方に移すのに容易な任意の媒体を含む
通信媒体とが含まれる。記憶媒体は、コンピュータがアクセスすることのできる任意の利
用可能な媒体で構わない。限定ではなくてあくまでも例としてそのような可読媒体にはＲ
ＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたはその他の光ディスク記憶装置、磁気デ
ィスク記憶装置またはその他の磁気記憶装置が含まれる他に、所望のプログラムコード手
段を命令やデータ構造の形式で保持したり記憶したりすることができてコンピュータがア
クセスすることのできる任意の他の媒体が含まれる。さらに、どのような接続もコンピュ
ータ可読媒体と実質的に呼ぶことができる。例えば、同軸ケーブル、光学繊維ケーブル、
撚線対、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）あるいは赤外線、無線、極超短波のような無線技
術を用いてウェブサイト、サーバ、他の遠隔ソースからソフトウェアが送信される場合に
は、同軸ケーブル、光学繊維ケーブル、撚線対、ＤＳＬあるいは赤外線、無線、極超短波
のような無線技術が媒体の定義に含まれる。ここで使用しているディスクには綴りが「di
sk」と「disc」の二種類があるが、コンパクトディスク（ＣＤ：compact disc）、レーザ
ディスク（laser disc）、光学ディスク（optical disc）、デジタル多用途ディスク（Ｄ
ＶＤ：digital versatile disc）、フロッピー（登録商標）ディスク（floppy（登録商標
） disk）、ブルーレイ（登録商標）ディスク（Blu-ray（登録商標） disc）が含まれる
。ここで、「disk」と綴られるディスクは通常はデータを磁気的に再生し、「disc」と綴
られるディスクは通常はデータをレーザで光学的に再生する。以上に述べたものの組み合
わせもコンピュータ可読媒体の範囲に含まれる。
【０１１６】
　以上の開示には諸態様が例示的に説明されているが、縷々説明した諸態様に関して添付
の特許請求の範囲に定義されている範囲から逸脱することもなく様々な変更や修正を施す
ことができることに注意すること。さらに、説明した諸態様の諸要素は単数形で記載され
ていたり請求されていたりするが、単数に特定する旨が明示的に述べられていない限り複
数が予期されている。さらに、特に断らない限り任意の態様の全てまたは一部が別の任意
の態様の全てまたは一部と一緒に用いられることもあり得る。
　以下に本願発明の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　滞在先ネットワークで通信をしている機器に閉鎖的加入者群（ＣＳＧ）の情報を供給す
る（provisioning）方法において、
　滞在先ネットワークに機器を登録することに関する指標（indication）を前記滞在先ネ
ットワークから受信すること、
　前記滞在先ネットワークで自律的ＣＳＧローミングを使用することを前記機器が許され
ているのかどうかを明示するＣＳＧローミングインジケータと一緒に一種類以上のパラメ
ータを前記指標に応じて送信することから成る方法。
［Ｃ２］
　前記指標の前記受信が、モビリティ管理エンティティ（mobility management entity）
、サービスをしている一般パケット無線サービスサポートノード（serving general pack
et radio service support node）、移動通信交換局（mobile services switching cente
r）、滞在位置レジスタ（visiting location register）の一つから前記指標を受信する
ことから成るＣ１の前記方法。
［Ｃ３］
　前記機器に関連しているオペレータＣＳＧリスト（operator CSG list）または許され
ているＣＳＧリスト（allowed CSG list）を前記指標に応じて供給することからさらに成
るＣ１の前記方法。
［Ｃ４］
　前記指標の前記受信が更新位置要求（Update Location Request）を受信することから
成るＣ１の前記方法。
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［Ｃ５］
　前記一種類以上のパラメータの前記送信は、更新位置要求確認応答（Update Location 
Request Acknowledgement）または挿入申し込みデータ（Insert Subsribe Data）の一部
であり、前記一種類以上のパラメータは前記機器の申し込み情報（subscription informa
tion）に関連しているＣ１の前記方法。
［Ｃ６］
　滞在先ネットワークで通信をしている機器に閉鎖的加入者群（ＣＳＧ）の情報を供給す
る装置において、
　滞在先ネットワークに機器を登録することに関する指標を前記滞在先ネットワークから
受信し、
　前記滞在先ネットワークで自律的ＣＳＧローミングを使用することを前記機器が許され
ているのかどうかを明示するＣＳＧローミングインジケータと一緒に一種類以上のパラメ
ータを前記指標に応じて送信するように構成されている少なくとも一台のプロセッサと、
　前記少なくとも一台のプロセッサに接続されているメモリとを具備している装置。
［Ｃ７］
　前記少なくとも一台のプロセッサが、モビリティ管理エンティティ、サービスをしてい
る一般パケット無線サービスサポートノード、移動通信交換局、滞在位置レジスタの一つ
から前記指標を受信するＣ６の前記装置。
［Ｃ８］
　前記少なくとも一台のプロセッサが、前記機器に関連しているオペレータＣＳＧリスト
または許されているＣＳＧリストを前記指標に応じて供給するようにさらに構成されてい
るＣ６の前記装置。
［Ｃ９］
　前記指標が更新位置要求から成るＣ６の前記装置。
［Ｃ１０］
　前記少なくとも一台のプロセッサが、更新位置要求確認応答または挿入申し込みデータ
の一部として前記一種類以上のパラメータを送信し、前記一種類以上のパラメータは前記
機器の申し込み情報に関連しているＣ６の前記装置。
［Ｃ１１］
　閉鎖的加入者群（ＣＳＧ）を供給する装置において、
　滞在先ネットワークに機器を登録することに関する指標を前記滞在先ネットワークから
受信する手段と、
　前記滞在先ネットワークで自律的ＣＳＧローミングを使用することを前記機器が許され
ているのかどうかを明示するＣＳＧローミングインジケータと一緒に一種類以上のパラメ
ータを前記指標に応じて送信する手段と
　を具備している装置。
［Ｃ１２］
　前記受信する手段が、モビリティ管理エンティティ、サービスをしている一般パケット
無線サービスサポートノード、移動通信交換局、滞在位置レジスタの一つから前記指標を
受信するＣ１１の前記装置。
［Ｃ１３］
　前記送信する手段が、前記機器に関連しているオペレータＣＳＧリストまたは許されて
いるＣＳＧリストを前記指標に応じてさらに供給するＣ１１の前記装置。
［Ｃ１４］
　前記指標が更新位置要求から成るＣ１１の前記装置。
［Ｃ１５］
　前記送信する手段が、更新位置要求確認応答または挿入申し込みデータの一部として前
記一種類以上のパラメータを送信し、前記一種類以上のパラメータは前記機器の申し込み
情報に関連しているＣ１１の前記装置。
［Ｃ１６］
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　滞在先ネットワークで通信をしている機器に閉鎖的加入者群（ＣＳＧ）の情報を供給す
るコンピュータプログラム製品において、
　滞在先ネットワークに機器を登録することに関する指標を少なくとも一台のコンピュー
タに前記滞在先ネットワークから受信させるコードと、
　前記滞在先ネットワークで自律的ＣＳＧローミングを使用することを前記機器が許され
ているのかどうかを明示するＣＳＧローミングインジケータと一緒に一種類以上のパラメ
ータを前記少なくとも一台のコンピュータに前記指標に応じて送信させるコードと
　を有しているコンピュータ可読媒体を具備しているコンピュータプログラム製品。
［Ｃ１７］
　前記少なくとも一台のコンピュータに受信させるコードが、モビリティ管理エンティテ
ィ、サービスをしている一般パケット無線サービスサポートノード、移動通信交換局、滞
在位置レジスタの一つから前記指標を受信するＣ１６の前記コンピュータプログラム製品
。
［Ｃ１８］
　前記コンピュータ可読媒体が、前記機器に関連しているオペレータＣＳＧリストまたは
許されているＣＳＧリストを前記少なくとも一台のコンピュータに前記指標に応じて供給
させるコードをさらに有しているＣ１６の前記コンピュータプログラム製品。
［Ｃ１９］
　前記指標が更新位置要求から成るＣ１６の前記コンピュータプログラム製品。
［Ｃ２０］
　前記少なくとも一台のコンピュータに送信させるコードが、更新位置要求確認応答また
は挿入申し込みデータの一部として前記一種類以上のパラメータを送信し、前記一種類以
上のパラメータは前記機器の申し込み情報に関連しているＣ１６の前記コンピュータプロ
グラム製品。
［Ｃ２１］
　閉鎖的加入者群（ＣＳＧ）を供給する装置において、
　滞在先ネットワークに機器を登録することに関する指標を前記滞在先ネットワークから
受信する滞在先ネットワーク登録コンポーネントと、
　前記滞在先ネットワークで自律的ＣＳＧローミングを使用することを前記機器が許され
ているのかどうかを明示するＣＳＧローミングインジケータと一緒に一種類以上のパラメ
ータを前記指標に応じて送信するＣＳＧローミング指示コンポーネントと
　を具備している装置。
［Ｃ２２］
　前記滞在先ネットワーク登録コンポーネントが、モビリティ管理エンティティ、サービ
スをしている一般パケット無線サービスサポートノード、移動通信交換局、滞在位置レジ
スタの一つから前記指標を受信するＣ２１の前記装置。
［Ｃ２３］
　前記ＣＳＧローミング指示コンポーネントが、前記機器に関連しているオペレータＣＳ
Ｇリストまたは許されているＣＳＧリストを前記指標に応じてさらに供給するＣ２１の前
記装置。
［Ｃ２４］
　前記指標が更新位置要求から成るＣ２１の前記装置。
［Ｃ２５］
　前記ＣＳＧローミング指示コンポーネントが、更新位置要求確認応答または挿入申し込
みデータの一部として前記一種類以上のパラメータを送信し、前記一種類以上のパラメー
タは前記機器の申し込み情報に関連しているＣ２１の前記装置。
［Ｃ２６］
　滞在先ネットワークで通信をしている機器のために閉鎖的加入者群（ＣＳＧ）の情報を
取得する方法において、
　滞在先ネットワークで自律的ＣＳＧローミングを使用することを機器が許されているの
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かどうかを明示するＣＳＧローミングインジケータと一緒に申し込み情報を前記機器のた
めに受信することと、
　ＣＳＧ申し込み情報を要求するのかどうかを前記ＣＳＧローミングインジケータに少な
くとも部分的に基づいて前記機器のために決定することと
　を備えている方法。
［Ｃ２７］
　前記機器の前記申し込み情報の要求を送信することをさらに備えているＣ２６の前記方
法。
［Ｃ２８］
　前記機器から登録要求を受信することをさらに備えていて、前記申し込み情報に関する
前記要求の前記送信は前記登録要求の前記受信に対する応答であるＣ２７の前記方法。
［Ｃ２９］
　前記要求の前記受信は、接続要求、トラッキング領域更新要求、位置領域更新要求、ル
ーティング領域更新要求の少なくとも一つを受信することをさらに備えているＣ２８の前
記方法。
［Ｃ３０］
　前記滞在先ネットワークで自律的ＣＳＧローミングを使用することを前記機器が許され
ていることを前記ＣＳＧローミングインジケータが明示している場合にＣＳＧ申し込みサ
ーバ（ＣＳＳ）からＣＳＧ申し込み情報を前記機器のために要求することをさらに備えて
いるＣ２６の前記方法。
［Ｃ３１］
　前記のようにＣＳＧ申し込み情報を前記ＣＳＳから要求することは前記機器に関連して
いるＣＳＧ申し込み情報のために更新ＣＳＧ位置要求を前記ＣＳＳに送信することをさら
に備えているＣ３０の前記方法。
［Ｃ３２］
　滞在先ネットワークで通信をしている機器のために閉鎖的加入者群（ＣＳＧ）の情報を
取得する装置において、
　滞在先ネットワークで自律的ＣＳＧローミングを使用することを機器が許されているの
かどうかを明示するＣＳＧローミングインジケータと一緒に申し込み情報を前記機器のた
めに受信したり、
　ＣＳＧ申し込み情報を要求するのかどうかを前記ＣＳＧローミングインジケータに少な
くとも部分的に基づいて前記機器のために決定したり
　するように構成されている少なくとも一台のプロセッサと、
　前記少なくとも一台のプロセッサに接続されているメモリとを具備している装置。
［Ｃ３３］
　前記機器の前記申し込み情報に関する要求を送信するように前記少なくとも一台のプロ
セッサがさらに構成されているＣ３２の前記装置。
［Ｃ３４］
　前記機器から登録要求を受信するように前記少なくとも一台のプロセッサがさらに構成
されていて、前記登録要求の前記受信に応じて前記申し込み情報に関する前記要求を前記
少なくとも一台のプロセッサが送信するＣ３３の前記装置。
［Ｃ３５］
　前記登録要求は、接続要求、トラッキング領域更新要求、位置領域更新要求、ルーティ
ング領域更新要求の少なくとも一つを受信することを備えているＣ３４の前記装置。
［Ｃ３６］
　ＣＳＧ申し込みサーバ（ＣＳＳ）からＣＳＧ申し込み情報を前記機器のために要求する
ように前記少なくとも一台のプロセッサがさらに構成されていて、
　前記滞在先ネットワークで自律的ＣＳＧローミングを使用することを前記機器が許され
ていることを前記ＣＳＧローミングインジケータが明示しているＣ３２の前記装置。
［Ｃ３７］
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　前記少なくとも一台のプロセッサが更新ＣＳＧ位置要求の一部としてＣＳＧ申し込み情
報をＣＳＳから要求するＣ３６の前記装置。
［Ｃ３８］
　滞在先ネットワークで通信をしている機器のために閉鎖的加入者群（ＣＳＧ）の情報を
取得する装置において、
　滞在先ネットワークで自律的ＣＳＧローミングを使用することを機器が許されているの
かどうかを明示するＣＳＧローミングインジケータと一緒に申し込み情報を前記機器のた
めに受信する手段と、
　ＣＳＧ申し込み情報を要求するのかどうかを前記ＣＳＧローミングインジケータに少な
くとも部分的に基づいて前記機器のために決定する手段と
　を具備している装置。
［Ｃ３９］
　前記受信するための手段が前記機器の前記申し込み情報に関する要求をさらに送信する
Ｃ３８の前記装置。
［Ｃ４０］
　前記受信するための手段が、前記機器から登録要求をさらに受信し、前記申し込み情報
に関する前記要求を前記登録要求の受信に応じて送信するＣ３９の前記装置。
［Ｃ４１］
　前記登録要求が、接続要求、トラッキング領域更新要求、位置領域更新要求、ルーティ
ング領域更新要求の少なくとも一つを備えているＣ４０の前記装置。
［Ｃ４２］
　ＣＳＧ申し込みサーバ（ＣＳＳ）からＣＳＧ申し込み情報を前記機器のために要求する
手段をさらに具備していて、
　前記滞在先ネットワークで自律的ＣＳＧローミングを使用することを前記機器が許され
ていることを前記ＣＳＧローミングインジケータが明示しているＣ３８の前記装置。
［Ｃ４３］
　前記要求するための手段が、前記機器に関連しているＣＳＧ申し込み情報として更新Ｃ
ＳＧ位置要求を前記ＣＳＳに送信するＣ４２の前記装置。
［Ｃ４４］
　滞在先ネットワークで通信をしている機器のために閉鎖的加入者群（ＣＳＧ）の情報を
取得するコンピュータプログラム製品において、
　滞在先ネットワークで自律的ＣＳＧローミングを使用することを機器が許されているの
かどうかを明示するＣＳＧローミングインジケータと一緒に申し込み情報を前記機器のた
めに少なくとも一台のコンピュータに受信させるコードと、
　前記ＣＳＧローミングインジケータに少なくとも部分的に基づいてＣＳＧ申し込み情報
を要求するかどうかを前記機器のために前記少なくとも一台のコンピュータに決定させる
コードと
　を備えているコンピュータ可読媒体を具備しているコンピュータプログラム製品。
［Ｃ４５］
　前記コンピュータ可読媒体が、前記機器の前記申し込み情報に関する要求を前記少なく
とも一台のコンピュータに送信させるコードをさらに備えているＣ４４の前記コンピュー
タプログラム製品。
［Ｃ４６］
　前記コンピュータ可読媒体が前記少なくとも一台のコンピュータに前記機器から登録要
求を受信させるコードをさらに備えていて、前記少なくとも一台のコンピュータに前記登
録要求を受信させるコードが前記登録要求を受信すると、前記少なくとも一台のコンピュ
ータに送信させる前記コードが前記申し込み情報に関する前記要求を送信するＣ４５の前
記コンピュータプログラム製品。
［Ｃ４７］
　前記登録要求が、接続要求、トラッキング領域更新要求、位置領域更新要求、ルーティ
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ング領域更新要求の少なくとも一つを受信することを備えているＣ４６の前記コンピュー
タプログラム製品。
［Ｃ４８］
　前記滞在先ネットワークで自律的ＣＳＧローミングを使用することを前記機器が許され
ていることを前記ＣＳＧローミングインジケータが明示している場合に、前記機器のため
にＣＳＧ申し込みサーバ（ＣＳＳ）からＣＳＧ申し込み情報を前記少なくとも一台のコン
ピュータに要求させるコードを前記コンピュータ可読媒体がさらに備えているＣ４４の前
記コンピュータプログラム製品。
［Ｃ４９］
　前記少なくとも一台のコンピュータに要求させる前記コードが、更新ＣＳＧ位置要求の
一部としてＣＳＧ申し込み情報をＣＳＳから要求するＣ４８の前記コンピュータプログラ
ム製品。
［Ｃ５０］
　滞在先ネットワークで通信をしている機器が閉鎖的加入者群（ＣＳＧ）の情報を取得す
るための装置において、
　滞在先ネットワークで自律的ＣＳＧローミングを用いることを機器が許されているかど
うかを明示するＣＳＧローミングインジケータと一緒に申し込み情報を前記機器のために
受信する機器登録コンポーネントと、
　前記機器のためにＣＳＧ申し込み情報を要求するかどうかをＣＳＧローミングインジケ
ータに少なくとも部分的に基づいて決定するＣＳＧローミング決定コンポーネントと
　を具備している装置。
［Ｃ５１］
　前記機器登録コンポーネントは、前記機器の前記申し込み情報の要求をさらに送信する
Ｃ５０の前記装置。
［Ｃ５２］
　前記機器登録コンポーネントは前記機器から登録要求をさらに受信し、前記機器登録コ
ンポーネントは前記登録要求の受信に応じて前記申し込み情報の前記要求を送信するＣ５
１の前記装置。
［Ｃ５３］
　前記登録要求が、接続要求、トラッキング領域更新要求、位置領域更新要求、ルーティ
ング領域更新要求の少なくとも一つを備えているＣ５２の前記装置。
［Ｃ５４］
　前記滞在先ネットワークで自律的ＣＳＧローミングを使用することを前記機器が許され
ていることを前記ＣＳＧローミングインジケータが明示している場合にＣＳＧ申し込みサ
ーバ（ＣＳＳ）からＣＳＧ申し込み情報を前記機器のために要求する申し込み要求コンポ
ーネントをさらに具備しているＣ５０の前記方法。
［Ｃ５５］
　前記申し込み要求コンポーネントが前記機器に関連しているＣＳＧ申し込み情報のため
に更新ＣＳＧ位置要求を前記ＣＳＳに送信するＣ５４の前記装置。
［Ｃ５６］
　表示する一組の閉鎖的加入者群（ＣＳＧ）セルを決定する方法において、
　一個以上のＣＳＧセルからシグナルを検出すること、
　一種類上の滞在先ネットワークでＣＳＧｓへのアクセスが許されているかどうかを明示
するインジケータを一個以上受信すること、
　一個以上のＣＳＧセルに関連している一個以上のＣＳＧｓの識別子を表示するかどうか
を前記一個以上のインジケータに少なくとも部分的に基づいて決定すること
　を備えている方法。
［Ｃ５７］
　一個以上のＣＳＧｓの前記識別子を表示するかどうかを前記のように決定することが一
個以上のＣＳＧｓの識別子がＣＳＧｓのリストにないことを決定することに少なくとも部
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分的に基づいているＣ５６の前記方法。
［Ｃ５８］
　ＣＳＧｓの前記リストが、オペレータＣＳＧリスト、許可されているＣＳＧリスト、両
者の組み合わせの少なくとも一つであるＣ５７の前記方法。
［Ｃ５９］
　前記一個以上のインジケータが、滞在先のどのネットワークでもＣＳＧセルへのアクセ
スが一般に許されているかどうかや一種類以上の特定の滞在先ネットワークのＣＳＧセル
へのアクセスが許されているかどうかを明示するＣ５６の前記方法。
［Ｃ６０］
　前記一種類以上の特定の滞在先ネットワークが、前記一個以上のインジケータの中の公
衆陸上移動ネットワーク識別子（a public land mobile network identifier）により特
定されるＣ５９の前記方法。
［Ｃ６１］
　手動選択のためにＣＳＧセルを表示する要求を受信することをさらに備えていて、表示
するかどうかを前記のように決定することが前記要求を受信することに少なくとも部分的
に基づいているＣ５６の前記方法。
［Ｃ６２］
　表示する一組の閉鎖的加入者群（ＣＳＧ）セルを決定する装置において、
　一個以上のＣＳＧセルからシグナルを検出したり、
　一種類上の滞在先ネットワークでＣＳＧｓへのアクセスが許されているかどうかを明示
するインジケータを一個以上受信したり、
　一個以上のＣＳＧセルに関連している一個以上のＣＳＧｓの識別子を表示するかどうか
を前記一個以上のインジケータに少なくとも部分的に基づいて決定したり
　するように構成されている少なくとも一台のプロセッサと、
　前記少なくとも一台のプロセッサに接続されているメモリとを具備している装置。
［Ｃ６３］
　一個以上のＣＳＧｓの識別子がＣＳＧｓのリストに載っていないことを確認することに
少なくとも部分的に基づいて一個以上のＣＳＧｓの前記識別子を表示するかどうかを前記
少なくとも一台のプロセッサが決定するＣ６２の前記装置。
［Ｃ６４］
　前記ＣＳＧｓのリストが、オペレータＣＳＧリスト、許可されているＣＳＧリスト、両
者の組み合わせの少なくとも一つであるＣ６３の前記装置。
［Ｃ６５］
　滞在先のどのネットワークでもＣＳＧセルへのアクセスが一般に許されているかどうか
や一種類以上の特定の滞在先ネットワークのＣＳＧセルへのアクセスが許されているかど
うかを前記一個以上のインジケータが明示するＣ６２の前記装置。
［Ｃ６６］
　前記一種類以上の特定の滞在先ネットワークが、前記一個以上のインジケータの中の公
衆陸上移動ネットワーク識別子により特定されるＣ６５の前記装置。
［Ｃ６７］
　前記少なくとも一台のプロセッサが手動選択のためにＣＳＧセルを表示する要求を受信
するように構成されていて、前記少なくとも一台のプロセッサが少なくとも一個のＣＳＧ
ｓを表示するかどうかを前記要求の受信に少なくとも部分的に基づいて決定するＣ６２の
前記装置。
［Ｃ６８］
　表示する一組の閉鎖的加入者群（ＣＳＧ）セルを決定する装置において、
　一個以上のＣＳＧセルからシグナルを検出する手段と、
　一種類上の滞在先ネットワークでＣＳＧｓへのアクセスが許されているかどうかを明示
するインジケータを一個以上受信する手段と、
　前記一個以上のＣＳＧセルに関連している一個以上のＣＳＧｓの識別子を表示するかど
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うかを前記一個以上のインジケータに少なくとも部分的に基づいて決定する手段と
　を具備している装置。
［Ｃ６９］
　前記一個以上のＣＳＧｓの識別子がＣＳＧｓのリストに載っていないことを確認するこ
とに少なくとも部分的に基づいて前記一個以上のＣＳＧｓの識別子を表示するかどうかを
前記決定する手段が決定するＣ６８の前記装置。
［Ｃ７０］
　前記ＣＳＧｓのリストが、オペレータＣＳＧリスト、許可されているＣＳＧリスト、両
者の組み合わせの少なくとも一つであるＣ６９の前記装置。
［Ｃ７１］
　滞在先のどのネットワークでもＣＳＧセルへのアクセスが一般に許されているかどうか
や一種類以上の特定の滞在先ネットワークのＣＳＧセルへのアクセスが許されているかど
うかを前記一個以上のインジケータが明示するＣ６８の前記装置。
［Ｃ７２］
　前記一種類以上の特定の滞在先ネットワークが、前記一個以上のインジケータの中の公
衆陸上移動ネットワーク識別子により特定されるＣ７１の前記装置。
［Ｃ７３］
　手動選択のためにＣＳＧセルを表示する要求を前記検出する手段が受信し、前記検出す
る手段に少なくとも部分的に基づいて前記要求の受信を表示するかどうかを前記決定する
手段が決定するＣ６８の前記装置。
［Ｃ７４］
　表示する一組の閉鎖的加入者群（ＣＳＧ）セルを決定するためのコンピュータプログラ
ム製品において、
　少なくとも一台のコンピュータに一個以上のＣＳＧセルからシグナルを検出させるコー
ドと、
　一種類以上の滞在先ネットワークでＣＳＧへのアクセスが許されているのかどうかを明
示する一個以上のインジケータを前記少なくとも一台のコンピュータに受信させるコード
と、
　前記一個以上のインジケータに少なくとも部分的に基づいて一個以上のＣＳＧｓの識別
子を表示するかどうかを前記少なくとも一台のコンピュータに決定させるコードと
　を備えているコンピュータ可読媒体を含んでいるコンピュータプログラム製品。
［Ｃ７５］
　前記少なくとも一台のコンピュータに決定させる前記コードは前記一個以上のＣＳＧｓ
の識別子がＣＳＧｓのリストに載っていないことを決定することに少なくとも部分的に基
づいて前記一個以上のＣＳＧｓの識別子を表示させるかどうかを決定するＣ７４の前記コ
ンピュータプログラム製品。
［Ｃ７６］
　前記ＣＳＧｓのリストがオペレータＣＳＧリスト、許可されているＣＳＧリスト、それ
らの組み合わせの少なくとも一つであるＣ７５の前記コンピュータプログラム製品。
［Ｃ７７］
　滞在先ネットワークでＣＳＧセルへのアクセスが一般に許されているのかどうか、また
は一つ以上の特定の滞在先ネットワークでＣＳＧセルへのアクセスが許されているのかど
うかを前記一個以上のインジケータが明示するＣ７４の前記コンピュータプログラム製品
。
［Ｃ７８］
　前記一個以上のインジケータの中の公衆陸上移動ネットワーク識別子により前記一種類
以上の特定の滞在先ネットワークが特定されるＣ７７の前記コンピュータプログラム製品
。
［Ｃ７９］
　手動選択のためにＣＳＧセルを表示する要求を前記少なくとも一台のコンピュータに受
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信させるコードを前記コンピュータ可読媒体がさらに備えていて、前記少なくとも一台の
コンピュータに決定させる前記コードが前記少なくとも一台のコンピュータに前記要求を
受信させる前記コードに少なくとも部分的に基づいて前記要求の受信を表示するかどうか
を決定するＣ７４の前記コンピュータプログラム製品。
［Ｃ８０］
表示する一組の閉鎖的加入者群（ＣＳＧ）セルを決定する装置において、
　一個以上のＣＳＧセルからシグナルを検出する隣接アクセスポイント検出コンポーネン
トと、
　一種類以上の滞在先ネットワークでＣＳＧへのアクセスが許されているのかどうかを明
示する一個以上のインジケータを受信する滞在先公衆陸上移動ネットワーク（ＶＰＬＭＮ
）コンポーネントと、
　前記一個以上のインジケータに少なくとも部分的に基づいて一個以上のＣＳＧｓセルに
関連している一個以上のＣＳＧｓの識別子を表示するかどうかを決定するリスト生成コン
ポーネントと
　を具備している装置。
［Ｃ８１］
　前記リスト生成コンポーネントは前記一個以上のＣＳＧｓの識別子がＣＳＧｓのリスト
に載っていないことを決定することに少なくとも部分的に基づいて前記一個以上のＣＳＧ
ｓの識別子を表示させるかどうかを決定するＣ８０の前記装置。
［Ｃ８２］
　前記ＣＳＧｓのリストが、オペレータＣＳＧリスト、許可されているＣＳＧリスト、両
者の組み合わせの少なくとも一つであるＣ８１の前記装置。
［Ｃ８３］
　滞在先のどのネットワークでもＣＳＧセルへのアクセスが一般に許されているかどうか
や一種類以上の特定の滞在先ネットワークのＣＳＧセルへのアクセスが許されているかど
うかを前記一個以上のインジケータが明示するＣ８０の前記装置。
［Ｃ８４］
　前記一種類以上の特定の滞在先ネットワークが、前記一個以上のインジケータの中の公
衆陸上移動ネットワーク識別子により特定されるＣ８３の前記装置。
［Ｃ８５］
　手動選択のためにＣＳＧセルを表示する要求を前記隣接アクセスポイント検出コンポー
ネントが受信し、前記リスト生成コンポーネントが前記隣接アクセスポイント検出コンポ
ーネントに少なくとも部分的に基づいて前記要求の受信を表示するかどうかを決定するＣ
８０の前記装置。
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